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※
担
任
の
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生
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担
当
教
科
の
先
生

の
講
評
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載
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て
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。

※
作
品
は
前
学
年
の
も
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を
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載
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て
い
ま
す
。

●総人口：34，398人（－117)
（男：16，492人・女：17，906人）

（－71） （－46）

●世帯数：13，571世帯（－40)
（平成23年4月1日現在）

（　）内は前月比　

　

「
ハ
ー
ト
の
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
」

竹
中　

ひ
な
た
さ
ん
（
３
年
）

「
自
然
を
守
る
」

主
原　

優
香
さ
ん
（
６
年
）

▼

漢
字
と
ひ
ら
が
な
の
大
き
さ
や
字
配
り
な

ど
を
考
え
て
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
け
ま
し

た
。

「
お
い
も
ほ
り
」

前
川　

諒
さ
ん
（
２
年
）

▼

大
き
な
お
い
も
が
掘
れ
た
喜
び
を
生
き
生

き
と
表
現
で
き
ま
し
た
。
今
に
も
画
用
紙
か

ら
飛
び
出
し
そ
う
で
す
ね
！

▲魔法の庭ですてきなピアノのコン
サートの様子をお話から想像し、楽し
く表現できました。

「
お
話
の
絵
『
魔
法
の
庭
の
ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス

ン
』
」 

橋
本　

紗
里
さ
ん
（
４
年
）

▲カッターナイフをうまく使い、細か
いところまで器用に切ることができま
した。

　（ばあばより）

し　　ほ

けん  いち  ろう
杣田　志帆ちゃん （８歳・左）
杣田　健一郎くん （３歳・右）

●八木町

明るく・元気に育ってね。

は
や 

と

塩
内　

捷
人
く
ん 

（
３
歳
）

き
ょ
う

　
　
　

京
ち
ゃ
ん 

（
１
歳
6
カ
月
）

●
日
吉
町

「兄妹仲良く元気でネ！」

地域活力に溢れた南丹市を目指して
【特 集】

　

人
事
異
動
に
よ
り
、
２
０
１
１

年
２
・
３
月
号
か
ら
Ｙ
a
・
Ｙ
o

体
制
で
編
集
し
て
き
ま
し
た
広
報

な
ん
た
ん
は
、
今
号
で
最
後
と
な

り
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
写

真
の
撮
影
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
取
材

に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
号
か
ら
は
新

た
な
メ
ン
バ
ー
で
広
報
な
ん
た
ん

の
編
集
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
広
報
な
ん
た
ん
」
の
緑
の
腕
章

を
見
つ
け
た
ら
、
気
軽
に
お
声
掛

け
く
だ
さ
い
。 

（
Ｙ
o
）

（じいじ・ばあばより）
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今月の表紙
　４月６日、みやま保育所入所式
でお母さんに抱かれ、生き生きと
した笑顔いっぱいの松村優くん
（１歳）。保育所では友達や先生
と楽しく遊びましょう！

もくじ

人権の窓／環・境・市・民㉑

みんなで描こう協働のキャンバス⑲

いきいき南丹⑳

図書館へようこそ！／暮らしにホッと㉒

平成22年度南丹市スポーツ・文化賞表彰式⑩

ぶらりなんたん㉓

なんたんミュージアム／わが家のアイドル㉖

【特集】地域活力に溢れた
　　　　　　　南丹市を目指して

②

みんなのひろば㉔
・用の美の空間２０１１
・放課後児童クラブお楽しみ会　ほか

特集　地域活力に溢れた南丹市を目指して

地
域
活
力
に
溢
れ
た
南
丹
市
を
目
指
し
て

インフォメーション⑯
・平成22年度ふるさと南丹応援寄附金
　活用事業の報告
・「ものづくりのまち南丹市」を全国に発信

行政トピックス⑭
・東日本大震災への支援活動
・南丹市デマンドバス実証実験運行開始　ほか

〜 

市
民
目
線
に
立
っ
た
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
安
定
し
た
財
政
構
造
へ
の
変
革 

〜

　
南
丹
市
誕
生
か
ら
５
年
が
経
過
し
、
新
た
な
る
南
丹
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
年
と
な
る
平
成
23
年
度
。

　
今
ま
で
と
同
様
、
自
然
豊
か
で
誇
り
と
き
ず
な
に
満
ち
溢
れ
た
こ
の
南
丹
市
を
、
「
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
地
域
の
産
業
や
経
済
が
活
性
化
し
、
南
丹
市
で
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
市
民
の
皆
さ
ん
が
生
き
生
き
と
躍
動
し
輝
く
、
そ
ん

な
「
地
域
活
力
に
溢
れ
た
南
丹
市
」
を
創
造
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

＜平成23年度全会計当初予算の状況＞ （単位未満四捨五入）

①多様な子育て支援や学校教育環境整備の一体的な推進

　　少子化社会といわれる中、子どもや子育て家庭が安心して暮らせるような施策を推進すると
ともに、学校教育においても、美山中学校改築を始め、教育環境の整備を推進します。
　　また、未実施の中学校における給食実施に向け、取り組みを推進します。

②高齢者などの交通弱者対策を取り入れた公共交通の一体的な推進

　　高齢者など、交通手段に不便をきたしている、いわゆる交通弱者の方が安心できるまちづく
りに向けて、利用者の希望により近いデマンドバス事業の実証実験を、日吉・美山地区で取り
組み、南丹市に合ったより良い公共交通の実現を目指します。

③地域コミュニティ活性化の推進

　　市民主体の魅力あるまちづくりを進めるため、積極的な対話と連携を図りながら地域コミュ
ニティの活性化を促し、市民協働により市民と行政がそれぞれ役割分担しながら各事業を推
進します。

④「ものづくりのまち」の推進

　　国内最大の文化の祭典「国民文化祭」がここ京都府を会場に開催されます。南丹市では、
「工芸」をテーマとした取り組みの中で、市の特長を生かした「南丹市のものづくり」を全国に
発信し、多くの来訪者を迎えます。
　　また、これらの取り組みを機に、市内の多くの工芸家や企業、農林水産業者をはじめとする
地元産業との連携をさらに深め、「ものづくりのまち」をテーマに市の価値を高めながらまちづ
くりを推進します。

会計名 予算額 対前年度増減額 対前年度増減率

一般会計 211億 6,500 万円 17億 4,700 万円 9.0％

特別会計 106億 5,460 万円 9,940 万円 0.9％

国民健康保険事業 34億 9,360 万円 4,840 万円 1.4％

介護保険事業 30億 8,200 万円 9,840 万円 3.3％

市営バス運行事業 4,830 万円 260 万円 5.7％

簡易水道事業 6億 5,460 万円 930 万円 1.4％

下水道事業 27億 　300 万円 △ 1億 3,730 万円 △ 4.8％

土地取得事業 2億 3,010 万円 9,270 万円 67.5％

後期高齢者医療事業 4億 4,300 万円 △ 1,470 万円 △ 3.2％

上水道事業会計 6億 6,653 万円 △ 8,090 万円 △ 10.8％

合 計 324 億 8,613 万円 17億 6,550 万円 5.7％

４つの重点項目
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特集　地域活力に溢れた南丹市を目指して

南丹市予算を家計にたとえてみました
　南丹市の平成２３年度予算一般会計の歳入（収入）・歳出（支出）を５００万円の家計にたとえる
と、給与収入が約９９万円になります。この収入だけでは家族全員の生計が成り立たないので、親（国
や府など）から大きな援助を受けていますが、給与、副収入、親からの援助とも減少しています。反対
に預貯金の取り崩し、金融機関からの借り入れは増加し、厳しい家計状況です。
　支出では、食費（人件費）を切り詰めながら、できるだけ無駄をなくして、今あるものを有効に活用し
ていく一方、家の増改築（事業費）も行い、生活環境を向上させる努力もしていきます。
　この厳しい家計の状況を改善していくためには、家族全員の理解と協力が必要です。南丹市の将来
のため、知恵を出し合い、助け合いながら、快適な暮らしを築いていきましょう。

　
　
　育
て
支
援

　
南
丹
市
子
育
て
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
る
発
達
支
援
相
談
事
業
、

療
育
事
業
、
日
中
一
時
預
か
り
事
業
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
相
談
員
の
増
員
や

療
育
事
業
送
迎
を
拡
充
し
ま
す（
①
）。

　
昨
年
に
引
き
続
き
市
主
催
の
婚
活
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
結
婚
意
欲
を
も
っ

た
方
に
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
定
住
促
進
の
き
っ
か
け
と
し
ま

す（
②
）。

　
ま
た
、
子
育
て
中
の
保
護
者
を
対
象

に
、
医
師
を
講
師
に
迎
え
て
の
救
急
医

療
受
診
に
関
す
る
講
座
や
、
児
童
虐
待

生
涯
充
実
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
を
創つ

く

る

〈
予
算
の
主
な
事
業
〉

︻
子
育
て
支
援
︼

①
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費

 

３
，
９
５
５
万
円

②
若
者
出
会
い
応
援
事
業

 
50
万
円

③
に
こ
に
こ
育
児
推
進
事
業

 
38
万
円

④
児
童
家
庭
相
談
事
業

 
９
８
４
万
円

⑤
保
育
所
改
修
事
業

 

６
，
９
１
７
万
円

︻
教
育
︼

⑥
生
き
る
力
を
育
む
学
校
教
育
環
境
整

備
検
討
事
業

 

80
万
円

⑦
中
学
校
給
食
施
設
整
備
設
計
委
託

 

１
，
２
０
０
万
円

⑧
こ
と
ば
の
力
育
成
事
業

 ５
０
０
万
円

⑨
読
書
力
・
読
解
力
充
実
支
援
事
業

 

６
０
１
万
円

⑩
小
学
校
教
育
創
造
事
業

 ９
８
０
万
円

⑪
中
学
校
教
育
創
造
事
業

 ５
０
０
万
円

⑫
小
学
校
改
修
事
業

 

２
，
４
４
０
万
円

⑬
中
学
校
改
築
事
業

 

１
億
９
，
１
８
０
万
円

︻
医
療
・
福
祉
・
定
住
︼

⑭
訪
問
介
護
員
養
成
事
業

 １
１
０
万
円

⑮
介
護
基
盤
緊
急
整
備
事
業

 

２
億
　
　
１
８
０
万
円

▲昨年度開催した適切な救急医療受診に関する講座

防
止
な
ど
の
観
点
か
ら
子
育
て
広
場
を

充
実
さ
せ
、
子
育
て
に
対
す
る
不
安
の

解
消
を
図
り
ま
す（
③
・
④
）。

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
要
補
強
と
判
定

さ
れ
た
八
木
東
幼
児
学
園
の
保
育
室
棟

お
よ
び
遊
戯
室
棟
の
耐
震
化
工
事
、
胡

麻
保
育
所
の
空
調
機
器
増
設
な
ど
、
保

育
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す（
⑤
）。

　
　
　育

　
早
期
実
施
の
要
望
が
多
い
中
学
校
給

食
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
学
校
へ
の
配

膳
室
の
設
置
、
給
食
調
理
場
の
改
修
な

ど
の
設
計
を
行
い
ま
す（
⑥
・
⑦
）。

　
す
べ
て
の
学
力
の
基
礎
と
な
る
「
こ

と
ば
の
力
」
を
育
成
す
る
た
め
の
指
導

員
や
、
国
語
の
読
書
力
、
算
数
・
数
学

の
読
解
力
を
育
成
す
る
た
め
の
支
援
員

を
配
置
し
、
小
中
学
生
の
学
力
の
充
実

を
図
り
ま
す（
⑧
・
⑨
）。

　
ま
た
、
小
中
学
校
の
自
主
性
を
高
め

る
と
と
も
に
、
教
育
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
学
校
提
案
型
事
業
を
実
施
し
ま

す（
⑩
・
⑪
）。

　
施
設
面
の
整
備
と
し
て
、
富
本
小
学

校
の
校
舎
、
富
本
・
新
庄
・
吉
富
の
３

小
学
校
の
体
育
館
耐
震
改
修
に
向
け
た

設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。
老
朽
化
の
激

し
い
美
山
中
学
校
特
別
管
理
教
室
棟

は
、
来
年
度
の
完
成
に
向
け
、
改
築
工

事
を
実
施
し
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
安

心
の
確
保
を
図
り
ま
す（
⑫
・
⑬
）。

　
　
　療
・
福
祉
・
定
住

　
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
拡
大
す
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
（
１
・
２

級
課
程
）
を
終
了
し
、
市
内
の
介
護
事

業
所
な
ど
に
勤
務
さ
れ
る
市
民
に
対

し
、
資
格
取
得
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す（
⑭
）。

　
ま
た
、
多
様
化
す
る
高
齢
者
福
祉
施

策
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
市
内
の
社
会
福

祉
法
人
が
整
備
す
る
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
施
設
な
ど
に
補
助
金
を
交
付

し
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
環
境
整
備
を
図
り
ま
す（
⑮
）。 ▲美山中学校特別管理教室棟

子

教

医

南丹市一般会計
２１１億６，５００万円 割合

市税	 41 億 9,911 万円 19.8％

使用料、負担金など	 9 億 6,467 万円 4.6％

地方交付税	 94 億 1,000 万円

61.6％国庫・府支出金	 28 億 4,927 万円

譲与税等交付金	 7 億 9,060 万円

市債	 25 億　　　	　円 11.8％

繰入金	 3 億 5,135 万円 1.7％

繰越金	 1 億　	　　 		円 0.5％

南丹市一般会計
２１１億６，５００万円 割合

人件費	 31 億 5,756 万円 14.9％

扶助費	 23 億 1,481 万円 11.0％

公債費	 	38 億 1,537 万円 18.0％

投資的経費	 20 億 2,951 万円 9.6％

物件費	 33 億 8,920 万円 16.0％

維持補修費	 6,484 万円 0.3％

補助費	 27 億 3,719 万円 12.9％

積立金	 	4	億 1,803 万円 2.0％

繰出金	 32	億 1,349 万円 15.2％

貸付金、予備費	 2,500 万円 0.1％

南丹市郎さんの家計
５００万円 前年比

給与	 990,000 円 △ 9.2％

副収入	 230,000 円 △ 2.1％

親からの援助	 3,080,000 円 △ 1.1％

金融機関からの借り入れ	 590,000 円 18.0％

預貯金の取り崩し	 85,000 円 142.9％

前年からの繰り越し	 25,000 円 －

南丹市郎さんの家計
５００万円 前年比

食費	 745,000 円 △ 6.9％

医療費、保険料	 550,000 円 △ 3.5％

ローン返済	 900,000 円 △ 8.2％

家の増改築費	 480,000 円 71.4％

光熱水費、日用品の購入など　　
	 800,000 円 8.1％

家や車の修繕費	 15,000 円 △ 25.0％

親戚への援助など
　　	 645,000 円 △ 18.4％

預貯金の積立	 100,000 円 100％

子どもへの仕送り	 760,000 円 △ 0.7％

慶弔費など	 5,000 円 －

歳入（収入）

歳出（支出）

歳入（収入）

歳出（支出）
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特集　地域活力に溢れた南丹市を目指して

南丹市予算を家計にたとえてみました
　南丹市の平成２３年度予算一般会計の歳入（収入）・歳出（支出）を５００万円の家計にたとえる
と、給与収入が約９９万円になります。この収入だけでは家族全員の生計が成り立たないので、親（国
や府など）から大きな援助を受けていますが、給与、副収入、親からの援助とも減少しています。反対
に預貯金の取り崩し、金融機関からの借り入れは増加し、厳しい家計状況です。
　支出では、食費（人件費）を切り詰めながら、できるだけ無駄をなくして、今あるものを有効に活用し
ていく一方、家の増改築（事業費）も行い、生活環境を向上させる努力もしていきます。
　この厳しい家計の状況を改善していくためには、家族全員の理解と協力が必要です。南丹市の将来
のため、知恵を出し合い、助け合いながら、快適な暮らしを築いていきましょう。

　
　
　育
て
支
援

　
南
丹
市
子
育
て
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
る
発
達
支
援
相
談
事
業
、

療
育
事
業
、
日
中
一
時
預
か
り
事
業
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
相
談
員
の
増
員
や

療
育
事
業
送
迎
を
拡
充
し
ま
す（
①
）。

　
昨
年
に
引
き
続
き
市
主
催
の
婚
活
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
結
婚
意
欲
を
も
っ

た
方
に
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
定
住
促
進
の
き
っ
か
け
と
し
ま

す（
②
）。

　
ま
た
、
子
育
て
中
の
保
護
者
を
対
象

に
、
医
師
を
講
師
に
迎
え
て
の
救
急
医

療
受
診
に
関
す
る
講
座
や
、
児
童
虐
待

生
涯
充
実
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
を
創つ

く

る

〈
予
算
の
主
な
事
業
〉

︻
子
育
て
支
援
︼

①
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費

 

３
，
９
５
５
万
円

②
若
者
出
会
い
応
援
事
業

 
50
万
円

③
に
こ
に
こ
育
児
推
進
事
業

 
38
万
円

④
児
童
家
庭
相
談
事
業

 
９
８
４
万
円

⑤
保
育
所
改
修
事
業

 

６
，
９
１
７
万
円

︻
教
育
︼

⑥
生
き
る
力
を
育
む
学
校
教
育
環
境
整

備
検
討
事
業

 

80
万
円

⑦
中
学
校
給
食
施
設
整
備
設
計
委
託

 

１
，
２
０
０
万
円

⑧
こ
と
ば
の
力
育
成
事
業

 ５
０
０
万
円

⑨
読
書
力
・
読
解
力
充
実
支
援
事
業

 

６
０
１
万
円

⑩
小
学
校
教
育
創
造
事
業

 ９
８
０
万
円

⑪
中
学
校
教
育
創
造
事
業

 ５
０
０
万
円

⑫
小
学
校
改
修
事
業

 

２
，
４
４
０
万
円

⑬
中
学
校
改
築
事
業

 

１
億
９
，
１
８
０
万
円

︻
医
療
・
福
祉
・
定
住
︼

⑭
訪
問
介
護
員
養
成
事
業

 １
１
０
万
円

⑮
介
護
基
盤
緊
急
整
備
事
業

 

２
億
　
　
１
８
０
万
円

▲昨年度開催した適切な救急医療受診に関する講座

防
止
な
ど
の
観
点
か
ら
子
育
て
広
場
を

充
実
さ
せ
、
子
育
て
に
対
す
る
不
安
の

解
消
を
図
り
ま
す（
③
・
④
）。

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
要
補
強
と
判
定

さ
れ
た
八
木
東
幼
児
学
園
の
保
育
室
棟

お
よ
び
遊
戯
室
棟
の
耐
震
化
工
事
、
胡

麻
保
育
所
の
空
調
機
器
増
設
な
ど
、
保

育
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す（
⑤
）。

　
　
　育

　
早
期
実
施
の
要
望
が
多
い
中
学
校
給

食
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
学
校
へ
の
配

膳
室
の
設
置
、
給
食
調
理
場
の
改
修
な

ど
の
設
計
を
行
い
ま
す（
⑥
・
⑦
）。

　
す
べ
て
の
学
力
の
基
礎
と
な
る
「
こ

と
ば
の
力
」
を
育
成
す
る
た
め
の
指
導

員
や
、
国
語
の
読
書
力
、
算
数
・
数
学

の
読
解
力
を
育
成
す
る
た
め
の
支
援
員

を
配
置
し
、
小
中
学
生
の
学
力
の
充
実

を
図
り
ま
す（
⑧
・
⑨
）。

　
ま
た
、
小
中
学
校
の
自
主
性
を
高
め

る
と
と
も
に
、
教
育
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
学
校
提
案
型
事
業
を
実
施
し
ま

す（
⑩
・
⑪
）。

　
施
設
面
の
整
備
と
し
て
、
富
本
小
学

校
の
校
舎
、
富
本
・
新
庄
・
吉
富
の
３

小
学
校
の
体
育
館
耐
震
改
修
に
向
け
た

設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。
老
朽
化
の
激

し
い
美
山
中
学
校
特
別
管
理
教
室
棟

は
、
来
年
度
の
完
成
に
向
け
、
改
築
工

事
を
実
施
し
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
安

心
の
確
保
を
図
り
ま
す（
⑫
・
⑬
）。

　
　
　療
・
福
祉
・
定
住

　
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
拡
大
す
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
（
１
・
２

級
課
程
）
を
終
了
し
、
市
内
の
介
護
事

業
所
な
ど
に
勤
務
さ
れ
る
市
民
に
対

し
、
資
格
取
得
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す（
⑭
）。

　
ま
た
、
多
様
化
す
る
高
齢
者
福
祉
施

策
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
市
内
の
社
会
福

祉
法
人
が
整
備
す
る
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
施
設
な
ど
に
補
助
金
を
交
付

し
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
環
境
整
備
を
図
り
ま
す（
⑮
）。 ▲美山中学校特別管理教室棟

子

教

医
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自
然
・
文
化
・
人
を
活い

か
し
た
郷さ

と

を
創つ

く

る

︻
企
業
誘
致
・
雇
用
・
連
携
︼

⑯
国
民
文
化
祭
推
進
事
業

８
０
０
万
円

⑰
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業５

０
０
万
円

︻
地
域
資
源
・
景
観
保
全
・
環
境
︼

⑱
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事

業
 

２
，
５
５
３
万
円

⑲
温
室
効
果
ガ
ス
吸
収
源
対
策
森
林
整

備
事
業
 

１
億
２
，
８
１
９
万
円

︻
農
林
業
振
興
・
観
光
︼

⑳
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ひ
よ
し
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
事
業
 

２
億
１
，
１
０
０
万
円

㉑
野
生
鳥
獣
被
害
総
合
対
策
事
業

 

１
億　
　

４
２
３
万
円

㉒
内
水
面
漁
業
振
興
対
策
事
業

 

１
，
３
３
０
万
円

︻
安
全
安
心
︼

㉓
高
齢
者
等
除
雪
対
策
事
業

 

１
５
０
万
円

㉔
消
防
水
利
整
備
事
業

 

２
，
１
９
０
万
円

㉕
消
防
資
機
材
整
備
事
業

 

１
，
２
０
７
万
円

㉖
防
災
施
設
整
備
事
業
 
８
０
１
万
円

㉗
防
災
訓
練
事
業　
　
　

  

３
０
０
万
円

︻
道
路
網
・
交
通
網
の
整
備
︼

㉘
バ
ス
運
行
事
業
（
デ
マ
ン
ド
バ
ス
実

証
実
験
を
含
む
）

 

６
，
７
７
４
万
円

㉙
道
路
新
設
改
良
事
業

 

３
億
７
，
７
０
７
万
円

㉚
山
陰
本
線
駅
舎
等
整
備
事
業

 

３
，
２
０
９
万
円

︻
地
域
情
報
基
盤
︼

㉛
地
域
情
報
基
盤
整
備
事
業

 

３
，
７
８
６
万
円

︻
都
市
計
画
︼

32
土
地
区
画
整
理
事
業

 

１
億
５
，
９
５
５
万
円

33
都
市
計
画
街
路
事
業

 

３
億
４
，
０
３
９
万
円

︻
ま
ち
づ
く
り
・
市
民
協
働
︼

34
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
事
業

 

４
３
７
万
円

35
自
治
振
興
補
助
事
業

 

１
，
１
５
０
万
円

36
地
域
活
性
化
支
援
事
業

 

１
，
０
２
１
万
円

︻
行
政
改
革
︼

37
庁
舎
整
備
検
討
事
業
 
９
０
０
万
円

特集　地域活力に溢れた南丹市を目指して

　
　
　業
誘
致
・
雇
用
・
連
携

　

10
月
29
日
か
ら
11
月
６
日
ま
で
京
都

府
で
開
催
さ
れ
る
「
国
民
文
化
祭
・
京

都
２
０
１
１
」
。
南
丹
市
で
は
全
国
公

募
の
作
品
展
示
と
表
彰
を
行
う
「
美
術

展
・
工
芸
」
と
工
房
や
お
勧
め
ス
ポ
ッ

ト
を
満
載
し
た
「
工
房
と
里
の
秋
め
ぐ

り
・
里
の
秋
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、

『
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
南
丹
市
』
を
市

内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す（
⑯
）。

　

園
部
町
地
域
の
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
市
民
、
商
工
会
、
行

政
が
委
員
会
を
組
織
し
、
協
働
に
よ
る

に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す（
⑰
）。

　
　
　域
資
源
・
景
観
保
全
・
環
境

　

各
地
域
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
地
域

協
働
活
動
や
先
進
的
営
農
活
動
へ
の
支

援
に
加
え
、
農
業
者
が
、
化
学
肥
料
・

化
学
合
成
農
薬
を
５
割
以
上
低
減
し
て

実
施
す
る
環
境
保
全
に
効
果
の
高
い
営

農
活
動
を
新
た
に
支
援
し
ま
す（
⑱
）。

　

従
来
の
森
林
病
害
虫
防
除
に
よ
る
里

山
荒
廃
防
止
対
策
に
加
え
、
美
山
町
自

然
文
化
村
河
鹿
荘
（
指
定
管
理
施
設
）

の
入
浴
施
設
用
ボ
イ
ラ
ー
を
木
質
チ
ッ

プ
ボ
イ
ラ
ー
に
転
換
す
る
こ
と
で
、
二

酸
化
炭
素
の
削
減
に
よ
る
地
球
温
暖
化

防
止
と
間
伐
材
の
利
用
促
進
を
図
り
ま

す（
⑲
）。

　
　

 

林
業
振
興
・
観
光

　

開
業
後
12
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
の

進
ん
だ
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ひ
よ
し
の
施
設

改
修
を
行
い
ま
す
。
外
壁
の
塗
装
や
省

エ
ネ
対
策
と
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
設
置

し
、
足
湯
コ
ー
ナ
ー
、
岩
盤
浴
、
つ
ぼ

湯
や
電
気
風
呂
を
新
た
に
設
け
ま
す
。

そ
の
ほ
か
露
天
風
呂
や
軽
食
コ
ー
ナ

ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
改
修
し
、
健
康
増

進
、
観
光
拠
点
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
す（
⑳
）。

　

農
林
漁
業
に
大
き
な
被
害
を
与
え
る

野
生
鳥
獣
対
策
と
し
て
、
防
除
施
設
の

設
置
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村

境
界
を
ま
た
が
る
広
域
的
な
捕
獲
を
拡

充
し
、
防
除
と
捕
獲
の
両
面
で
農
林
漁

業
の
経
営
安
定
に
努
め
ま
す（
㉑
）。

　

市
内
３
漁
業
協
同
組
合
が
実
施
す
る

種
苗
放
流
事
業
を
支
援
し
、
水
産
資
源

の
増
殖
、
組
合
員
の
所
得
向
上
と
合
わ

せ
て
、
観
光
振
興
を
図
り
ま
す（
㉒
）。

　
　

 

全
安
心

　

積
雪
時
に
自
力
で
除
雪
作
業
が
困
難

な
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
除
雪
を
、
事
業

者
な
ど
に
作
業
委
託
し
、
安
定
し
た
除

雪
支
援
を
行
い
ま
す（
㉓
）。

　

消
防
水
利
の
確
保
と
消
防
団
資
機
材

の
充
実
を
図
る
た
め
、
耐
震
性
貯
水
槽

を
設
置
し
、
消
防
小
型
ポ
ン
プ
を
更
新

し
ま
す（
㉔
・
㉕
）。

　

ま
た
、
災
害
時
な
ど
の
情
報
伝
達
手

段
と
し
て
、
園
部
町
地
域
の
デ
ジ
タ
ル

防
災
行
政
無
線
の
設
置
や
市
内
全
域
の

情
報
網
確
立
に
向
け
設
計
を
行
い
ま
す

（
㉖
）。

　

有
事
の
際
の
関
係
機
関
と
の
連
携
や

災
害
対
策
本
部
の
動
き
の
確
認
、
市
民

の
防
災
意
識
の
向
上
の
た
め
、
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
す（
㉗
）。

企人
・
物
・
情
報
を
高
度
に
つ
な
げ
る

　
　
　路
網
・
交
通
網
の
整
備

　

市
民
の
生
活
交
通
の
維
持
確
保
を
行

う
た
め
、
従
来
の
バ
ス
事
業
に
加
え
、

新
た
な
バ
ス
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

目
指
し
て
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
実
証
実

験
を
行
い
ま
す（
㉘
）。

　

本
郷
垣
内
線
、
海
老
谷
線
な
ど
市
道

16
路
線
の
新
設
改
良
工
事
を
実
施
し
、

地
域
交
通
網
の
改
良
を
行
い
ま
す

（
㉙
）。

　

ま
た
、
八
木
駅
西
地
区
の
区
画
整
理

事
業
と
並
行
し
て
八
木
駅
舎
事
業
な
ど

が
計
画
で
き
る
よ
う
基
本
設
計
を
行
い

ま
す（
㉚
）。

道

生
涯
充
実
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
を
創つ

く

る

　
　
　ち
づ
く
り
・
市
民
協
働

　

昨
年
度
創
設
し
た
市
民
提
案
型
ま
ち

づ
く
り
活
動
支
援
交
付
金
制
度
を
、
今

年
度
新
た
な
テ
ー
マ
を
追
加
し
て
実
施

ま

地

農

安

▲スプリングスひよし

▲ＪＲ八木駅

▲まちづくりカフェのワークショップの様子（にぎわいコンソーシアム園部）

　
　

 

域
情
報
基
盤

　

合
併
後
、
八
木
町
・
日
吉
町
・
美
山

町
地
域
で
整
備
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ

ー
ブ
ル
に
よ
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網

を
、
園
部
町
地
域
に
も
拡
張
す
る
た

め
、
調
査
設
計
を
行
い
ま
す（
㉛
）。

　
　

 

市
計
画

　

中
心
市
街
地
の
防
災
機
能
の
向
上
や

活
性
化
、
Ｊ
Ｒ
駅
周
辺
整
備
に
よ
る
定

住
化
を
目
指
し
、
継
続
し
て
土
地
区
画

整
理
事
業
を
推
進
し
ま
す（
32
）。

　

街
路
整
備
に
よ
り
、
安
全
性
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
府
道
な
ど
と
の
連
絡

強
化
に
よ
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
を
図
り
ま
す（
33
）。

地

都
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
思
い
や
考
え
を
、
具
体
的
な
事

業
と
し
て
提
案
・
実
現
し
て
い
た
だ
く

活
動
を
支
援
し
ま
す（
34
）。

　

老
朽
化
し
た
地
域
拠
点
な
ど
の
整
備

に
補
助
金
を
交
付
し
、
地
域
社
会
の
健

全
な
発
展
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
推

進
を
図
り
ま
す（
35
）。

　

高
齢
化
が
進
み
集
落
の
維
持
・
再
生

が
困
難
な
集
落
を
支
援
す
る
た
め
、
集

落
支
援
員
を
設
置
し
、
実
態
に
即
し
た

集
落
維
持
活
動
を
支
援
し
ま
す（
36
）。

　
　

 

政
改
革

　

建
築
後
30
年
余
り
が
経
過
し
、
耐
震

性
に
不
安
が
あ
る
市
役
所
本
庁
舎
の
耐

震
診
断
を
行
い
、
防
災
拠
点
と
し
て
機

能
で
き
る
庁
舎
の
整
備
計
画
策
定
を
目

指
し
ま
す（
37
）。

行
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自
然
・
文
化
・
人
を
活い

か
し
た
郷さ

と

を
創つ

く

る

︻
企
業
誘
致
・
雇
用
・
連
携
︼

⑯
国
民
文
化
祭
推
進
事
業

８
０
０
万
円

⑰
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業５

０
０
万
円

︻
地
域
資
源
・
景
観
保
全
・
環
境
︼

⑱
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事

業
 

２
，
５
５
３
万
円

⑲
温
室
効
果
ガ
ス
吸
収
源
対
策
森
林
整

備
事
業
 

１
億
２
，
８
１
９
万
円

︻
農
林
業
振
興
・
観
光
︼

⑳
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ひ
よ
し
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
事
業
 

２
億
１
，
１
０
０
万
円

㉑
野
生
鳥
獣
被
害
総
合
対
策
事
業

 

１
億　
　

４
２
３
万
円

㉒
内
水
面
漁
業
振
興
対
策
事
業

 

１
，
３
３
０
万
円

︻
安
全
安
心
︼

㉓
高
齢
者
等
除
雪
対
策
事
業

 

１
５
０
万
円

㉔
消
防
水
利
整
備
事
業

 

２
，
１
９
０
万
円

㉕
消
防
資
機
材
整
備
事
業

 

１
，
２
０
７
万
円

㉖
防
災
施
設
整
備
事
業
 
８
０
１
万
円

㉗
防
災
訓
練
事
業　
　
　

  

３
０
０
万
円

︻
道
路
網
・
交
通
網
の
整
備
︼

㉘
バ
ス
運
行
事
業
（
デ
マ
ン
ド
バ
ス
実

証
実
験
を
含
む
）

 

６
，
７
７
４
万
円

㉙
道
路
新
設
改
良
事
業

 

３
億
７
，
７
０
７
万
円

㉚
山
陰
本
線
駅
舎
等
整
備
事
業

 

３
，
２
０
９
万
円

︻
地
域
情
報
基
盤
︼

㉛
地
域
情
報
基
盤
整
備
事
業

 

３
，
７
８
６
万
円

︻
都
市
計
画
︼

32
土
地
区
画
整
理
事
業

 

１
億
５
，
９
５
５
万
円

33
都
市
計
画
街
路
事
業

 

３
億
４
，
０
３
９
万
円

︻
ま
ち
づ
く
り
・
市
民
協
働
︼

34
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
事
業

 

４
３
７
万
円

35
自
治
振
興
補
助
事
業

 

１
，
１
５
０
万
円

36
地
域
活
性
化
支
援
事
業

 

１
，
０
２
１
万
円

︻
行
政
改
革
︼

37
庁
舎
整
備
検
討
事
業
 
９
０
０
万
円

特集　地域活力に溢れた南丹市を目指して

　
　
　業
誘
致
・
雇
用
・
連
携

　

10
月
29
日
か
ら
11
月
６
日
ま
で
京
都

府
で
開
催
さ
れ
る
「
国
民
文
化
祭
・
京

都
２
０
１
１
」
。
南
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市
で
は
全
国
公
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の
作
品
展
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表
彰
を
行
う
「
美
術
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・
工
芸
」
と
工
房
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お
勧
め
ス
ポ
ッ

ト
を
満
載
し
た
「
工
房
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里
の
秋
め
ぐ

り
・
里
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秋
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、

『
も
の
づ
く
り
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ま
ち
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丹
市
』
を
市
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す（
⑯
）。
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図
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わ
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取
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取
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５
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高
い
営

農
活
動
を
新
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に
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し
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⑱
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、
美
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鹿
荘
（
指
定
管
理
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設
）

の
入
浴
施
設
用
ボ
イ
ラ
ー
を
木
質
チ
ッ

プ
ボ
イ
ラ
ー
に
転
換
す
る
こ
と
で
、
二

酸
化
炭
素
の
削
減
に
よ
る
地
球
温
暖
化

防
止
と
間
伐
材
の
利
用
促
進
を
図
り
ま

す（
⑲
）。
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振
興
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光
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過
し
、
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進
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だ
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プ
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の
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。
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塗
装
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照
明
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足
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盤
浴
、
つ
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風
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新
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に
設
け
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。
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ほ
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風
呂
や
軽
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、
レ
ス
ト
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を
改
修
し
、
健
康
増

進
、
観
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拠
点
と
し
て
リ
ニ
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ア
ル
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ま
す（
⑳
）。

　

農
林
漁
業
に
大
き
な
被
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を
与
え
る

野
生
鳥
獣
対
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と
し
て
、
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除
施
設
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な
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る

種
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し
、
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資
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の
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、
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向
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と
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わ
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、
観
光
振
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を
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ま
す（
㉒
）。

　
　

 

全
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積
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時
に
自
力
で
除
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作
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が
困
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な
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
除
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を
、
事
業
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な
ど
に
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委
託
し
、
安
定
し
た
除

雪
支
援
を
行
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ま
す（
㉓
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消
防
水
利
の
確
保
と
消
防
団
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機
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の
充
実
を
図
る
た
め
、
耐
震
性
貯
水
槽

を
設
置
し
、
消
防
小
型
ポ
ン
プ
を
更
新

し
ま
す（
㉔
・
㉕
）。

　

ま
た
、
災
害
時
な
ど
の
情
報
伝
達
手

段
と
し
て
、
園
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町
地
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の
デ
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防
災
行
政
無
線
の
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置
や
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内
全
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の
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網
確
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に
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け
設
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を
行
い
ま
す

（
㉖
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有
事
の
際
の
関
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機
関
と
の
連
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や
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害
対
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部
の
動
き
の
確
認
、
市
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の
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意
識
の
向
上
の
た
め
、
総
合
防
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訓
練
を
実
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し
ま
す（
㉗
）。
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・
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・
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を
高
度
に
つ
な
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る

　
　
　路
網
・
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通
網
の
整
備

　

市
民
の
生
活
交
通
の
維
持
確
保
を
行

う
た
め
、
従
来
の
バ
ス
事
業
に
加
え
、
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た
な
バ
ス
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

目
指
し
て
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
実
証
実

験
を
行
い
ま
す（
㉘
）。

　

本
郷
垣
内
線
、
海
老
谷
線
な
ど
市
道
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路
線
の
新
設
改
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工
事
を
実
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し
、

地
域
交
通
網
の
改
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を
行
い
ま
す
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ま
た
、
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駅
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画
整
理

事
業
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並
行
し
て
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舎
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る
よ
う
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創
設
し
た
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活
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付
金
制
度
を
、
今

年
度
新
た
な
テ
ー
マ
を
追
加
し
て
実
施

ま

地

農

安

▲スプリングスひよし

▲ＪＲ八木駅

▲まちづくりカフェのワークショップの様子（にぎわいコンソーシアム園部）

　
　

 

域
情
報
基
盤

　

合
併
後
、
八
木
町
・
日
吉
町
・
美
山

町
地
域
で
整
備
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ

ー
ブ
ル
に
よ
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網

を
、
園
部
町
地
域
に
も
拡
張
す
る
た

め
、
調
査
設
計
を
行
い
ま
す（
㉛
）。

　
　

 

市
計
画

　

中
心
市
街
地
の
防
災
機
能
の
向
上
や

活
性
化
、
Ｊ
Ｒ
駅
周
辺
整
備
に
よ
る
定

住
化
を
目
指
し
、
継
続
し
て
土
地
区
画

整
理
事
業
を
推
進
し
ま
す（
32
）。

　

街
路
整
備
に
よ
り
、
安
全
性
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
府
道
な
ど
と
の
連
絡

強
化
に
よ
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
を
図
り
ま
す（
33
）。

地

都
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
思
い
や
考
え
を
、
具
体
的
な
事

業
と
し
て
提
案
・
実
現
し
て
い
た
だ
く

活
動
を
支
援
し
ま
す（
34
）。

　

老
朽
化
し
た
地
域
拠
点
な
ど
の
整
備

に
補
助
金
を
交
付
し
、
地
域
社
会
の
健

全
な
発
展
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
推

進
を
図
り
ま
す（
35
）。

　

高
齢
化
が
進
み
集
落
の
維
持
・
再
生

が
困
難
な
集
落
を
支
援
す
る
た
め
、
集

落
支
援
員
を
設
置
し
、
実
態
に
即
し
た

集
落
維
持
活
動
を
支
援
し
ま
す（
36
）。

　
　

 
政
改
革

　

建
築
後
30
年
余
り
が
経
過
し
、
耐
震

性
に
不
安
が
あ
る
市
役
所
本
庁
舎
の
耐

震
診
断
を
行
い
、
防
災
拠
点
と
し
て
機

能
で
き
る
庁
舎
の
整
備
計
画
策
定
を
目

指
し
ま
す（
37
）。

行
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今
回
の
組
織
再
編
で
は
、
２
つ
の
基

本
的
な
考
え
に
基
づ
き
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。

　
１
つ
目
は
、
市
民
の
利
便
性
を
高

め
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
な
対
応
が
で

き
る
体
制
を
設
け
る
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、
次
の
点
に

つ
い
て
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

①
市
民
協
働
と
地
域
力
再
生
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
制
強
化

　
　
各
地
域
の
住
民
自
治
組
織
な
ど
と

積
極
的
な
連
携
を
図
り
、
協
働
に
よ

る
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
中
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

生
・
維
持
・
活
性
化
を
推
進
す
る
た

め
、
新
た
に
「
地
域
振
興
課
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

②
公
共
交
通
関
連
施
策
の
体
制
強
化

　
　
現
行
に
お
け
る
多
様
な
バ
ス
交
通

体
系
の
あ
り
方
と
、
市
民
ニ
ー
ズ
の

高
い
公
共
交
通
部
門
の
強
化
を
図
る

　
平
成
23
年
４
月
１
日
付
け
組
織
再
編

に
関
連
し
て
、
市
長
部
局
に
お
い
て
、

市
が
こ
れ
か
ら
進
め
て
い
く
べ
き
重
要

な
施
策
や
、
今
抱
え
て
い
る
大
き
な
課

題
に
対
し
、
積
極
的
に
検
討
を
進
め
る

６
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
で
は
、
専
任
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

た
め
「
交
通
対
策
室
」
を
新
た
に
設

置
し
ま
し
た
。

③
健
康
増
進
お
よ
び
保
険
事
務
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
携
強
化

　
　
密
接
に
関
連
す
る
医
療
保
険
と
市

民
の
健
康
づ
く
り
を
一
体
的
に
推
進

す
る
た
め
、
国
保
医
療
課
と
健
康
課

を
統
合
し
、
「
保
健
医
療
課
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
れ
以
外
に
も
、
徒
歩
や
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
来
庁
さ
れ
る

方
、
ま
た
車
椅
子
を
利
用
さ
れ
る
方
な

ど
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
福
祉
事

務
所
の
機
能
を
法
務
局
跡
地
へ
移
し
、

福
祉
拠
点
施
設
と
し
て
機
能
の
充
実
を

図
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
部
・
課
の
統
合
に
よ

り
、
効
果
的
、
効
率
的
な
事
務
執
行
が

で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、
次
の
点
に
つ

い
て
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

①
企
画
管
理
部
門
の
統
合

　
　
多
様
化
す
る
新
た
な
行
政
需
要
に

対
応
す
る
た
め
、
市
長
直
轄
組
織
で

あ
っ
た
総
合
政
策
室
と
企
画
管
理
部

を
統
合
し
、
「
企
画
政
策
部
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

②
市
民
部
と
福
祉
部
の
統
合

　
　
福
祉
、
医
療
の
分
野
に
お
け
る
多

様
化
、
高
度
化
す
る
新
た
な
市
民

　
限
ら
れ
た
人
員
と
財
源
の
中
で
、
急
速
に
変
化
す
る
社
会
経
済
状
況
や
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
、
新
た
な
行
政
課
題
に
柔
軟
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
23
年
４
月
１
日
付
け
で
、
組
織
再
編
を
実
施
し
ま
し
た
。

組
織
再
編
を
実
施

市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
ま
す

ニ
ー
ズ
に
対
し
、
縦
割
り
の
弊
害
を

抑
え
、
多
面
的
、
包
括
的
な
視
点
で

市
民
生
活
に
密
着
し
た
対
応
が
で
き

る
よ
う
、
市
民
部
と
福
祉
部
を
統
合

し
、
「
市
民
福
祉
部
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
、
職
員
の
知
識
、

経
験
な
ど
を
活
用
し
て
、
原
則
６
カ
月

間
の
期
間
内
で
、
チ
ー
ム
ご
と
に
設
定

し
た
目
標
に
向
け
、
真
正
面
か
ら
取
り

組
み
、
検
討
し
、
結
論
を
導
き
出
し
ま
す
。

①
資
産
活
用
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
チ
�
ム

　
　
公
共
施
設
の
う
ち
、
計
画
な
ど
で

整
備
方
針
が
定
め
ら
れ
た
も
の
（
学

校
、
市
営
住
宅
、
上
下
水
道
施
設
な

ど
）
を
除
き
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

が
利
用
さ
れ
る
施
設
な
ど
の
市
有
財

産
に
つ
い
て
、
そ
の
有
効
な
活
用
を

推
進
す
る
た
め
の
企
画
、
立
案
な
ど

を
行
い
ま
す
。

②
も
の
づ
く
り
実
行

　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
チ
�
ム

　
　
国
民
文
化
祭
の
成
功
に
向
け
た
一

体
的
な
総
合
企
画
と
円
滑
な
実
行
を

行
う
と
と
も
に
、
実
施
を
通
じ
て
南

丹
市
が
掲
げ
る
「
も
の
づ
く
り
の
ま

ち
」
の
実
現
に
つ
な
げ
る
た
め
の
全

体
的
な
方
向
性
と
将
来
像
の
確
立

と
、
「
も
の
づ
く
り
」
と
「
ま
ち
づ

く
り
」
を
一
体
的
に
推
進
す
る
企

画
、
立
案
な
ど
を
行
い
ま
す
。

③
子
ど
も
未
来
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
チ
�
ム

　
　
国
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
創
設

な
ど
、
多
様
化
し
て
い
る
子
育
て
支

援
策
に
つ
い
て
、
国
や
府
な
ど
と
の

整
合
を
図
り
、
将
来
を
見
据
え
た
市

の
独
自
支
援
策
な
ど
の
企
画
、
立

案
、
整
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
懸
案
事
項
と
な
っ
て
い
る

幼
保
一
元
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
、
検
討
し
ま
す
。

④
南
丹
ブ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
チ
�
ム

　
　
畜
産
、
京
の
ブ
ラ
ン
ド
産
品
、
安

全
安
心
で
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
そ
っ
た

売
れ
る
米
、
野
菜
な
ど
、
本
市
の
特

産
品
の
振
興
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
生
産
者
と
商
工
業
者
、
市
民
団

体
な
ど
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
、

生
産
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
素
材
の

加
工
か
ら
販
売
ま
で
、
一
体
的
な
事

業
展
開
の
企
画
、
立
案
な
ど
を
行
い

ま
す
。

⑤
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
チ
�
ム

　
　
住
環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
を

積
極
的
に
取
り
組
む
中
で
、
人
口
減

少
が
進
む
南
丹
市
へ
「
人
」
の
誘
致

（
定
住
）
を
強
化
す
る
よ
う
な
企
画

や
立
案
を
行
い
ま
す
。

⑥
下
水
道
経
営
健
全
化

　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
チ
�
ム

　
　
今
後
予
測
さ
れ
る
膨
大
な
更
新
費

用
や
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
利
用
者

減
に
よ
る
料
金
収
入
の
減
少
な
ど
を

総
合
的
に
考
慮
し
た
、
長
期
的
な
経

営
ビ
ジ
ョ
ン
と
な
る
「
経
営
健
全
化

計
画
」
の
策
定
、
企
画
、
立
案
な
ど

を
行
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
発
足

プロジェクトの体制図

担当部長

チームリーダー

チームメンバーチームメンバーチームメンバー

組織再編で担当課が変更となった業務 課・室名 電話番号 配置場所

行政改革、地方分権　など
企画調整課

68-0065 1 号庁舎 3 階

職員人事、秘書、広報・公聴　など 68-0008 1 号庁舎 2 階

市民協働、地縁団体、自治振興補助金、
国際交流、ＣＡＴＶ、インターネット など 地域振興課 68-0019 1 号庁舎 3 階

地域公共交通、交通安全、公衆防犯灯 など 交通対策室 68-0003 1 号庁舎 3 階

障がい者医療 など 社会福祉課 68-0007 2 号庁舎 1 階

老人医療 など 高齢福祉課 68-0006 2 号庁舎 1 階

子育て医療、母子医療 など 子育て支援課 68-0017 2 号庁舎 1 階

市道管理など土木管理課が担当していた業務 道路河川課 68-0051 2 号庁舎 2 階
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今
回
の
組
織
再
編
で
は
、
２
つ
の
基

本
的
な
考
え
に
基
づ
き
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。

　
１
つ
目
は
、
市
民
の
利
便
性
を
高

め
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
な
対
応
が
で

き
る
体
制
を
設
け
る
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、
次
の
点
に

つ
い
て
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

①
市
民
協
働
と
地
域
力
再
生
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
制
強
化

　
　
各
地
域
の
住
民
自
治
組
織
な
ど
と

積
極
的
な
連
携
を
図
り
、
協
働
に
よ

る
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
中
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

生
・
維
持
・
活
性
化
を
推
進
す
る
た

め
、
新
た
に
「
地
域
振
興
課
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

②
公
共
交
通
関
連
施
策
の
体
制
強
化

　
　
現
行
に
お
け
る
多
様
な
バ
ス
交
通

体
系
の
あ
り
方
と
、
市
民
ニ
ー
ズ
の

高
い
公
共
交
通
部
門
の
強
化
を
図
る

　
平
成
23
年
４
月
１
日
付
け
組
織
再
編

に
関
連
し
て
、
市
長
部
局
に
お
い
て
、

市
が
こ
れ
か
ら
進
め
て
い
く
べ
き
重
要

な
施
策
や
、
今
抱
え
て
い
る
大
き
な
課

題
に
対
し
、
積
極
的
に
検
討
を
進
め
る

６
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
で
は
、
専
任
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

た
め
「
交
通
対
策
室
」
を
新
た
に
設

置
し
ま
し
た
。

③
健
康
増
進
お
よ
び
保
険
事
務
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
携
強
化

　
　
密
接
に
関
連
す
る
医
療
保
険
と
市

民
の
健
康
づ
く
り
を
一
体
的
に
推
進

す
る
た
め
、
国
保
医
療
課
と
健
康
課

を
統
合
し
、
「
保
健
医
療
課
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
れ
以
外
に
も
、
徒
歩
や
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
来
庁
さ
れ
る

方
、
ま
た
車
椅
子
を
利
用
さ
れ
る
方
な

ど
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
福
祉
事

務
所
の
機
能
を
法
務
局
跡
地
へ
移
し
、

福
祉
拠
点
施
設
と
し
て
機
能
の
充
実
を

図
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
部
・
課
の
統
合
に
よ

り
、
効
果
的
、
効
率
的
な
事
務
執
行
が

で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、
次
の
点
に
つ

い
て
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

①
企
画
管
理
部
門
の
統
合

　
　
多
様
化
す
る
新
た
な
行
政
需
要
に

対
応
す
る
た
め
、
市
長
直
轄
組
織
で

あ
っ
た
総
合
政
策
室
と
企
画
管
理
部

を
統
合
し
、
「
企
画
政
策
部
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

②
市
民
部
と
福
祉
部
の
統
合

　
　
福
祉
、
医
療
の
分
野
に
お
け
る
多

様
化
、
高
度
化
す
る
新
た
な
市
民

　
限
ら
れ
た
人
員
と
財
源
の
中
で
、
急
速
に
変
化
す
る
社
会
経
済
状
況
や
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
、
新
た
な
行
政
課
題
に
柔
軟
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
23
年
４
月
１
日
付
け
で
、
組
織
再
編
を
実
施
し
ま
し
た
。

組
織
再
編
を
実
施

市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
ま
す

ニ
ー
ズ
に
対
し
、
縦
割
り
の
弊
害
を

抑
え
、
多
面
的
、
包
括
的
な
視
点
で

市
民
生
活
に
密
着
し
た
対
応
が
で
き

る
よ
う
、
市
民
部
と
福
祉
部
を
統
合

し
、
「
市
民
福
祉
部
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
、
職
員
の
知
識
、

経
験
な
ど
を
活
用
し
て
、
原
則
６
カ
月

間
の
期
間
内
で
、
チ
ー
ム
ご
と
に
設
定

し
た
目
標
に
向
け
、
真
正
面
か
ら
取
り

組
み
、
検
討
し
、
結
論
を
導
き
出
し
ま
す
。

①
資
産
活
用
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
チ
�
ム

　
　
公
共
施
設
の
う
ち
、
計
画
な
ど
で

整
備
方
針
が
定
め
ら
れ
た
も
の
（
学

校
、
市
営
住
宅
、
上
下
水
道
施
設
な

ど
）
を
除
き
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

が
利
用
さ
れ
る
施
設
な
ど
の
市
有
財

産
に
つ
い
て
、
そ
の
有
効
な
活
用
を

推
進
す
る
た
め
の
企
画
、
立
案
な
ど

を
行
い
ま
す
。

②
も
の
づ
く
り
実
行

　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
チ
�
ム

　
　
国
民
文
化
祭
の
成
功
に
向
け
た
一

体
的
な
総
合
企
画
と
円
滑
な
実
行
を

行
う
と
と
も
に
、
実
施
を
通
じ
て
南

丹
市
が
掲
げ
る
「
も
の
づ
く
り
の
ま

ち
」
の
実
現
に
つ
な
げ
る
た
め
の
全

体
的
な
方
向
性
と
将
来
像
の
確
立

と
、
「
も
の
づ
く
り
」
と
「
ま
ち
づ

く
り
」
を
一
体
的
に
推
進
す
る
企

画
、
立
案
な
ど
を
行
い
ま
す
。

③
子
ど
も
未
来
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
チ
�
ム

　
　
国
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
創
設

な
ど
、
多
様
化
し
て
い
る
子
育
て
支

援
策
に
つ
い
て
、
国
や
府
な
ど
と
の

整
合
を
図
り
、
将
来
を
見
据
え
た
市

の
独
自
支
援
策
な
ど
の
企
画
、
立

案
、
整
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
懸
案
事
項
と
な
っ
て
い
る

幼
保
一
元
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
、
検
討
し
ま
す
。

④
南
丹
ブ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
チ
�
ム

　
　
畜
産
、
京
の
ブ
ラ
ン
ド
産
品
、
安

全
安
心
で
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
そ
っ
た

売
れ
る
米
、
野
菜
な
ど
、
本
市
の
特

産
品
の
振
興
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
生
産
者
と
商
工
業
者
、
市
民
団

体
な
ど
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
、

生
産
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
素
材
の

加
工
か
ら
販
売
ま
で
、
一
体
的
な
事

業
展
開
の
企
画
、
立
案
な
ど
を
行
い

ま
す
。

⑤
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
チ
�
ム

　
　
住
環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
を

積
極
的
に
取
り
組
む
中
で
、
人
口
減

少
が
進
む
南
丹
市
へ
「
人
」
の
誘
致

（
定
住
）
を
強
化
す
る
よ
う
な
企
画

や
立
案
を
行
い
ま
す
。

⑥
下
水
道
経
営
健
全
化

　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
チ
�
ム

　
　
今
後
予
測
さ
れ
る
膨
大
な
更
新
費

用
や
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
利
用
者

減
に
よ
る
料
金
収
入
の
減
少
な
ど
を

総
合
的
に
考
慮
し
た
、
長
期
的
な
経

営
ビ
ジ
ョ
ン
と
な
る
「
経
営
健
全
化

計
画
」
の
策
定
、
企
画
、
立
案
な
ど

を
行
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
発
足

プロジェクトの体制図

担当部長

チームリーダー

チームメンバーチームメンバーチームメンバー
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岡　英里奈（園部中３年）…平成22年度京都府
中学校駅伝競走大会第１区２位、全国都道府県
対抗女子駅伝競走大会京都府チーム優勝京都府
代表選手

団体／中学生の部　　　　　　　　　優秀文化賞
八木中学校吹奏楽部…平成22年度京都府吹奏楽
コンクール中学校小編成部門金賞、第60回関
西吹奏楽コンクール小編成部門銅賞

個人／一般の部　　　　　　　　　　優秀文化賞
奥村　覺（ねんりんピック京都府代表）…第23
回全国健康福祉祭いしかわ大会（ねんりんピッ
ク）洋画出展、（財）京都ＳＫＹセンター主催
シルバー美術展京都府知事賞
個人／高校生の部　　　　　　　　　優秀文化賞
松本　成美（農芸高２年）…第61回日本学校農
業クラブ全国大会農業鑑定競技（畜産）優秀賞
田中　明日香（農芸高１年）…第61回日本学校
農業クラブ全国大会農業鑑定競技（畜産）優秀賞

団体／一般の部　　　　　　　　優秀スポーツ賞
男塾（南丹市バレーボール協会）…平成22年度
京都府６人制バレーボールクラブ選手権大会優
勝、平成22年度近畿６人制バレーボールクラ
ブ選手権大会出場
六桜会V－net（南丹市バレーボール協会）…第
７回オールエイジ市町村対抗６人制バレーボー
ル選手権優勝
団体／中学生の部　　　　　　　優秀スポーツ賞
園部中学校男子バレーボール部…平成22年度京
都府中学校総合体育大会優勝、平成22年度近
畿中学校総合体育大会出場

個人／一般の部　　　　　　　　優秀スポーツ賞
粟津　宏文（南丹市身体障害者福祉会）…第10
回全国障害者スポーツ大会府代表ソフトボール
投３位

竹内　壽巳（南丹市テニス競技実行委員会）…京
都正月テニストーナメント大会年齢別（45歳
以上）ダブルス優勝
個人／高校生の部　　　　　　　優秀スポーツ賞
山田　奈々未（園部高３年）…第65回国民体育
大会少年Ａ女子ハンマー投３位、第26回日本
ジュニア陸上競技選手権大会ジュニア女子ハン
マー投７位
稲元　南（園部高３年）…第65回国民体育大会
近畿ブロック予選ホッケー競技少年女子の部優
勝京都府代表選手、第65回国民体育大会ホッ
ケー競技少年女子の部５位京都府代表選手
川元　くるみ（園部高２年）…第43回近畿高等
学校ユース陸上競技対抗選手権大会２年女子円
盤投３位、第５回京都府国立・公立高等学校ジ
ュニア陸上競技対抗選手権大会女子円盤投優勝
山崎　秀貴（園部高２年）…第65回国民体育大
会近畿ブロック予選ライフル射撃競技エアライ
フル少年男子立射60発競技２位、第65回国民
体育大会ライフル射撃競技エアライフル少年男
子立射60発競技・立射20発競技出場

▲表彰状を受け取り市長とがっちり握手する男塾代表の上原さん

▲インターハイ８位入賞を果たした北桑田高等学校自転車競技部（前から２人目が中野さん）

▲全国都道府県対抗女子駅伝競走大会で力走する岡さん

Topics

優秀スポーツ賞
　スポーツ大会などにおいて、特に優秀な成績
 を収めた方々

功績を表彰、さらなる飛躍を期待
―平成２２年度南丹市スポーツ・文化賞表彰式―

　２月27日に園部公民館で、スポーツ・文化賞表彰式を開催し、スポーツ、文化芸術の分野で優れた成績を収められた
方々を表彰しました。優秀スポーツ賞（団体3、個人16）、優秀文化賞（団体1、個人5）、スポーツ賞（団体5、個人18）、
文化賞（団体2、個人10）、翔け賞（団体2、個人30）、功労賞（個人12）の受賞者に表彰状を授与しました。
　ここでは、優秀スポーツ賞、優秀文化賞、翔け賞、功労賞を受賞された方々を紹介します。

団体／一般の部　　　　　　　優秀スポーツ賞

団体／中学生の部　　　　　　優秀スポーツ賞

個人／一般の部　　　　　　　優秀スポーツ賞

優秀文化賞
　文化・芸術の分野において、特に優秀な成績
 を収めた方々や団体

団体／中学生の部　　　　　　　　優秀文化賞

個人／一般の部　　　　　　　　　優秀文化賞

個人／高校生の部　　　　　　　　優秀文化賞

個人／高校生の部　　　　　　優秀スポーツ賞

▲京都府中学校総合体育大会で優勝し、笑顔の選手たち

竹形　幸樹（園部高２年）…第65回国民体育大
会近畿ブロック予選ライフル射撃競技エアライ
フル少年女子立射40発競技３位、第65回国民
体育大会エアライフル少年女子立射40発競
技・立射20発競技出場
寺石　知央（農芸高２年）…第28回全日本高等
学校パワーリフティング選手権大会女子60㎏
級優勝、2010年世界サブジュニアパワーリフ
ティング選手権大会女子60㎏級７位
帖地　森（北桑田高２年）…第15回ジュニア全
日本選手権自転車競技ロードレース（Ｕ17）２位

中野　雄喜（北桑田高２年）…平成22年度全国
高等学校総合体育大会（インターハイ）自転車
競技４ｋｍチームパーシュート８位
十倉　直之（北桑田高美山分校３年）…平成22
年度京都府高等学校定時制通信制陸上競技選手
権大会800ｍ優勝
佐藤　耶織（北桑田高美山分校２年）…平成22
年度近畿高等学校定時制通信制陸上競技選手権
大会100ｍ３位、平成22年度全国高等学校定時
制通信制陸上競技選手権大会走高跳出場
笠松　成愛（北桑田高美山分校１年）…平成22
年度京都府高等学校定時制通信制陸上競技選手
権大会3000ｍ障害優勝
中村　俊貴（北桑田高美山分校１年）…平成22
年度近畿高等学校定時制通信制陸上競技選手権
大会走高跳３位、平成22年度全国高等学校定
時制通信制陸上競技選手権大会走高跳出場
個人／中学生の部　　　　　　　優秀スポーツ賞
白井　凌（園部中３年）…平成22年度京都府中
学校総合体育大会陸上競技男子200ｍ優勝

個人／中学生の部　　　　　　優秀スポーツ賞
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岡　英里奈（園部中３年）…平成22年度京都府
中学校駅伝競走大会第１区２位、全国都道府県
対抗女子駅伝競走大会京都府チーム優勝京都府
代表選手

団体／中学生の部　　　　　　　　　優秀文化賞
八木中学校吹奏楽部…平成22年度京都府吹奏楽
コンクール中学校小編成部門金賞、第60回関
西吹奏楽コンクール小編成部門銅賞

個人／一般の部　　　　　　　　　　優秀文化賞
奥村　覺（ねんりんピック京都府代表）…第23
回全国健康福祉祭いしかわ大会（ねんりんピッ
ク）洋画出展、（財）京都ＳＫＹセンター主催
シルバー美術展京都府知事賞
個人／高校生の部　　　　　　　　　優秀文化賞
松本　成美（農芸高２年）…第61回日本学校農
業クラブ全国大会農業鑑定競技（畜産）優秀賞
田中　明日香（農芸高１年）…第61回日本学校
農業クラブ全国大会農業鑑定競技（畜産）優秀賞

団体／一般の部　　　　　　　　優秀スポーツ賞
男塾（南丹市バレーボール協会）…平成22年度
京都府６人制バレーボールクラブ選手権大会優
勝、平成22年度近畿６人制バレーボールクラ
ブ選手権大会出場
六桜会V－net（南丹市バレーボール協会）…第
７回オールエイジ市町村対抗６人制バレーボー
ル選手権優勝
団体／中学生の部　　　　　　　優秀スポーツ賞
園部中学校男子バレーボール部…平成22年度京
都府中学校総合体育大会優勝、平成22年度近
畿中学校総合体育大会出場

個人／一般の部　　　　　　　　優秀スポーツ賞
粟津　宏文（南丹市身体障害者福祉会）…第10
回全国障害者スポーツ大会府代表ソフトボール
投３位

竹内　壽巳（南丹市テニス競技実行委員会）…京
都正月テニストーナメント大会年齢別（45歳
以上）ダブルス優勝
個人／高校生の部　　　　　　　優秀スポーツ賞
山田　奈々未（園部高３年）…第65回国民体育
大会少年Ａ女子ハンマー投３位、第26回日本
ジュニア陸上競技選手権大会ジュニア女子ハン
マー投７位
稲元　南（園部高３年）…第65回国民体育大会
近畿ブロック予選ホッケー競技少年女子の部優
勝京都府代表選手、第65回国民体育大会ホッ
ケー競技少年女子の部５位京都府代表選手
川元　くるみ（園部高２年）…第43回近畿高等
学校ユース陸上競技対抗選手権大会２年女子円
盤投３位、第５回京都府国立・公立高等学校ジ
ュニア陸上競技対抗選手権大会女子円盤投優勝
山崎　秀貴（園部高２年）…第65回国民体育大
会近畿ブロック予選ライフル射撃競技エアライ
フル少年男子立射60発競技２位、第65回国民
体育大会ライフル射撃競技エアライフル少年男
子立射60発競技・立射20発競技出場

▲表彰状を受け取り市長とがっちり握手する男塾代表の上原さん

▲インターハイ８位入賞を果たした北桑田高等学校自転車競技部（前から２人目が中野さん）

▲全国都道府県対抗女子駅伝競走大会で力走する岡さん

Topics

優秀スポーツ賞
　スポーツ大会などにおいて、特に優秀な成績
 を収めた方々

功績を表彰、さらなる飛躍を期待
―平成２２年度南丹市スポーツ・文化賞表彰式―

　２月27日に園部公民館で、スポーツ・文化賞表彰式を開催し、スポーツ、文化芸術の分野で優れた成績を収められた
方々を表彰しました。優秀スポーツ賞（団体3、個人16）、優秀文化賞（団体1、個人5）、スポーツ賞（団体5、個人18）、
文化賞（団体2、個人10）、翔け賞（団体2、個人30）、功労賞（個人12）の受賞者に表彰状を授与しました。
　ここでは、優秀スポーツ賞、優秀文化賞、翔け賞、功労賞を受賞された方々を紹介します。

団体／一般の部　　　　　　　優秀スポーツ賞

団体／中学生の部　　　　　　優秀スポーツ賞

個人／一般の部　　　　　　　優秀スポーツ賞

優秀文化賞
　文化・芸術の分野において、特に優秀な成績
 を収めた方々や団体

団体／中学生の部　　　　　　　　優秀文化賞

個人／一般の部　　　　　　　　　優秀文化賞

個人／高校生の部　　　　　　　　優秀文化賞

個人／高校生の部　　　　　　優秀スポーツ賞

▲京都府中学校総合体育大会で優勝し、笑顔の選手たち

竹形　幸樹（園部高２年）…第65回国民体育大
会近畿ブロック予選ライフル射撃競技エアライ
フル少年女子立射40発競技３位、第65回国民
体育大会エアライフル少年女子立射40発競
技・立射20発競技出場
寺石　知央（農芸高２年）…第28回全日本高等
学校パワーリフティング選手権大会女子60㎏
級優勝、2010年世界サブジュニアパワーリフ
ティング選手権大会女子60㎏級７位
帖地　森（北桑田高２年）…第15回ジュニア全
日本選手権自転車競技ロードレース（Ｕ17）２位

中野　雄喜（北桑田高２年）…平成22年度全国
高等学校総合体育大会（インターハイ）自転車
競技４ｋｍチームパーシュート８位
十倉　直之（北桑田高美山分校３年）…平成22
年度京都府高等学校定時制通信制陸上競技選手
権大会800ｍ優勝
佐藤　耶織（北桑田高美山分校２年）…平成22
年度近畿高等学校定時制通信制陸上競技選手権
大会100ｍ３位、平成22年度全国高等学校定時
制通信制陸上競技選手権大会走高跳出場
笠松　成愛（北桑田高美山分校１年）…平成22
年度京都府高等学校定時制通信制陸上競技選手
権大会3000ｍ障害優勝
中村　俊貴（北桑田高美山分校１年）…平成22
年度近畿高等学校定時制通信制陸上競技選手権
大会走高跳３位、平成22年度全国高等学校定
時制通信制陸上競技選手権大会走高跳出場
個人／中学生の部　　　　　　　優秀スポーツ賞
白井　凌（園部中３年）…平成22年度京都府中
学校総合体育大会陸上競技男子200ｍ優勝

個人／中学生の部　　　　　　優秀スポーツ賞
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森　勝都（園部第二小５年）…平成22年度南丹
市小学生陸上運動交歓記録会５年男子走り高跳
び第１位（122㎝・大会新記録）
久世　幸（八木小６年）…平成22年度南丹船井
小学校駅伝競走大会第６区区間賞、第５回南丹
地区小学校駅伝競走大会第６区区間賞
野口　瑛司（胡麻郷小５年）…平成22年度南丹
市小学生陸上運動交歓記録会５年男子100ｍ走
第１位（14秒7・大会新記録）
文化の部／個人　　　　　　　　　　　　翔け賞
高屋　和泉（園部小６年）…なんたんみんなで読
もう読書キャンペーン「おすすめの本紹介カー
ド」南丹教育局長賞
関　奈津美（富本小６年）…平成22年度「土砂
災害防止」に関する全国絵画コンクール優秀賞
（事務次官賞）
杖谷　悠也（富本小４年）…平成22年度南丹・
京丹波林業振興展府内産材もくもくコンクール
木づかい賞
大前　朱里（富本小４年）…平成22年度下水道
作文コンクール優秀賞（京都府知事賞）
尾花　海斗（富本小１年）…第33回京都こども
美術展特別賞、日図奨励賞ターナー色彩（株）賞
池田　あずみ（富本小１年）…第56回青少年読
書感想文全国コンクール京都府審査京都府教育
委員会教育長賞
松本　つばさ（吉富小６年）…第29回京都新聞
書き初め展南丹市長賞
藤林　ゴウ（吉富小６年）…京都女子大学主催第
51回全京都小学生お話コンクール５年の部最
優秀毎日新聞社杯
廣瀬　奈実（吉富小３年）…第56回青少年読書
感想文全国コンクール京都府審査京都府知事
賞、全国審査（優秀作品）毎日新聞社賞
中野　結衣（殿田小２年）…第40回「お話を絵
にする」コンクール優良賞
田口　直柔（鶴ヶ岡小４年）…平成22年度南
丹・京丹波林業振興展府内産材もくもくコンク
ール木の良さ賞、南丹地区小学生駅伝競走大会
ポスターコンクール優秀賞

個人／中学生の部　　　　　　　　　優秀文化賞
片山　若奈（美山中２年）…第32回少年の主張
京都府大会「わたしの主張2010」京都府知事
賞、第32回少年の主張全国大会「わたしの主
張2010」努力賞
中田　梨佳子（八
木中２年）…平
成22年度京の環
境を考えるポス
ターコンクール
最優秀賞（京都
府知事賞）

スポーツの部／団体　　　　　　　　　　翔け賞
園部小学校駅伝チーム…平成22年度南丹船井小
学校駅伝競走大会優勝、第５回南丹地区小学校
駅伝競走大会３位
園部小学校リレーチーム…平成22年度京都府小
学生陸上競技選手権大会丹波予選会女子リレー
優勝、平成22年度京都府小学生陸上競技選手
権大会女子リレー第６位
スポーツの部／個人　　　　　　　　　　翔け賞
山川　五月（園部小６年）…平成22年度京都府
小学生陸上競技選手権大会丹波予選会女子走幅
跳第３位、平成22年度京都府小学生陸上競技
選手権大会女子走幅跳第６位
矢野　真永（園部小４年）…第21回京都府少年
少女柔道チャンピオン大会４年女子の部35㎏
以下級優勝
坂本　颯（園部第二小６年・園部サッカークラブ
スポーツ少年団）…少年サッカー京都選抜によ
る韓国遠征

功 労 賞

スポーツの部／団体　　　　　　　　　翔け賞

スポーツの部／個人　　　　　　　　　翔け賞

▲功労賞を受賞された皆さん

▲翔け賞（文化の部）を受賞された皆さん

　優秀な選手などの育成、指導に特に功績が
 あった方々

文化の部／個人　　　　　　　　　　　翔け賞

個人／中学生の部　　　　　　　　優秀文化賞

原田　豊美（大野小５年）…京都府農地と水と環
境を守る子ども絵画コンクール高学年の部最優
秀賞
下野　三郎（大野小２年）…平成22年度南丹・
京丹波林業振興展府内産材もくもくコンクール
最優秀賞
髙屋　律輝（園部幼５歳児）…第42回教育美術
展国際交流展入選
文化の部／個人　　　　　　　　　　　　翔け賞
平成22年度南丹美術工芸教育展平面作品の部

■京都府知事賞　
　高井　智也（殿田小３年）
　田村　祥希（八木中央保５歳児）
　井上　紗織（八木中央幼４歳児）
■南丹教育委員会連絡協議会長賞

　辻井　哉汰（富本小１年）
　西田　匠太郎（園部幼５歳児）
■京都新聞社賞

　眞壁　依緒菜（鶴ヶ岡小４年）
　八木　祥憲（園部幼５歳児）

■京都伝統工芸大学校理事長賞

　小田切　茜（鶴ヶ岡小５年）
　上田　智生（園部幼４歳児）
　小林　智香（八木中央保５歳児）

個人　　　　　　　　　　　　　　　　　功労賞
　谷口　光一（殿田スポーツ少年団）…南丹市ス
ポーツ少年団副本部長としてスポーツ少年団
の発展に寄与

　田中　敏子…永年にわたる洋裁・習字指導をと
おして人の交流を深める場づくりに貢献

■グラウンド・ゴルフの普及と地域振興、スポー

ツ振興に寄与

　人見　章郎（南丹市グラウンド・ゴルフ協議会）
　村田　眞苗（南丹市体育協会園部支部）
　山口　博（南丹市グラウンド・ゴルフ協議会）
■スポーツ少年団指導者として青少年の育成、ス

ポーツ少年団の発展に寄与

　上田　雅信（少林寺拳法園部スポーツ少年団）
　山田　洋三（園部ミニバスケットボールスポー
ツ少年団）

　橋本　治樹（八木レックススポーツ少年団）
　人見　孝昭（南丹八木サッカースポーツ少年団）
　塩内　公博（胡麻スポーツ少年団）
　大野　守（知井スポーツ少年団）
　前田　好久（鶴ヶ岡スポーツ少年団）

個人　　　　　　　　　　　　　　　　功労賞
文化の部／個人　　　　　　　　　　　翔け賞
 平成22年度南丹美術工芸教育展平面作品の部 翔 け 賞

　小学校在学中などにスポーツや文化活動で
 特に優秀な成績を収めた方々や団体
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森　勝都（園部第二小５年）…平成22年度南丹
市小学生陸上運動交歓記録会５年男子走り高跳
び第１位（122㎝・大会新記録）
久世　幸（八木小６年）…平成22年度南丹船井
小学校駅伝競走大会第６区区間賞、第５回南丹
地区小学校駅伝競走大会第６区区間賞
野口　瑛司（胡麻郷小５年）…平成22年度南丹
市小学生陸上運動交歓記録会５年男子100ｍ走
第１位（14秒7・大会新記録）
文化の部／個人　　　　　　　　　　　　翔け賞
高屋　和泉（園部小６年）…なんたんみんなで読
もう読書キャンペーン「おすすめの本紹介カー
ド」南丹教育局長賞
関　奈津美（富本小６年）…平成22年度「土砂
災害防止」に関する全国絵画コンクール優秀賞
（事務次官賞）
杖谷　悠也（富本小４年）…平成22年度南丹・
京丹波林業振興展府内産材もくもくコンクール
木づかい賞
大前　朱里（富本小４年）…平成22年度下水道
作文コンクール優秀賞（京都府知事賞）
尾花　海斗（富本小１年）…第33回京都こども
美術展特別賞、日図奨励賞ターナー色彩（株）賞
池田　あずみ（富本小１年）…第56回青少年読
書感想文全国コンクール京都府審査京都府教育
委員会教育長賞
松本　つばさ（吉富小６年）…第29回京都新聞
書き初め展南丹市長賞
藤林　ゴウ（吉富小６年）…京都女子大学主催第
51回全京都小学生お話コンクール５年の部最
優秀毎日新聞社杯
廣瀬　奈実（吉富小３年）…第56回青少年読書
感想文全国コンクール京都府審査京都府知事
賞、全国審査（優秀作品）毎日新聞社賞
中野　結衣（殿田小２年）…第40回「お話を絵
にする」コンクール優良賞
田口　直柔（鶴ヶ岡小４年）…平成22年度南
丹・京丹波林業振興展府内産材もくもくコンク
ール木の良さ賞、南丹地区小学生駅伝競走大会
ポスターコンクール優秀賞

個人／中学生の部　　　　　　　　　優秀文化賞
片山　若奈（美山中２年）…第32回少年の主張
京都府大会「わたしの主張2010」京都府知事
賞、第32回少年の主張全国大会「わたしの主
張2010」努力賞
中田　梨佳子（八
木中２年）…平
成22年度京の環
境を考えるポス
ターコンクール
最優秀賞（京都
府知事賞）

スポーツの部／団体　　　　　　　　　　翔け賞
園部小学校駅伝チーム…平成22年度南丹船井小
学校駅伝競走大会優勝、第５回南丹地区小学校
駅伝競走大会３位
園部小学校リレーチーム…平成22年度京都府小
学生陸上競技選手権大会丹波予選会女子リレー
優勝、平成22年度京都府小学生陸上競技選手
権大会女子リレー第６位
スポーツの部／個人　　　　　　　　　　翔け賞
山川　五月（園部小６年）…平成22年度京都府
小学生陸上競技選手権大会丹波予選会女子走幅
跳第３位、平成22年度京都府小学生陸上競技
選手権大会女子走幅跳第６位
矢野　真永（園部小４年）…第21回京都府少年
少女柔道チャンピオン大会４年女子の部35㎏
以下級優勝
坂本　颯（園部第二小６年・園部サッカークラブ
スポーツ少年団）…少年サッカー京都選抜によ
る韓国遠征

功 労 賞

スポーツの部／団体　　　　　　　　　翔け賞

スポーツの部／個人　　　　　　　　　翔け賞

▲功労賞を受賞された皆さん

▲翔け賞（文化の部）を受賞された皆さん

　優秀な選手などの育成、指導に特に功績が
 あった方々

文化の部／個人　　　　　　　　　　　翔け賞

個人／中学生の部　　　　　　　　優秀文化賞

原田　豊美（大野小５年）…京都府農地と水と環
境を守る子ども絵画コンクール高学年の部最優
秀賞
下野　三郎（大野小２年）…平成22年度南丹・
京丹波林業振興展府内産材もくもくコンクール
最優秀賞
髙屋　律輝（園部幼５歳児）…第42回教育美術
展国際交流展入選
文化の部／個人　　　　　　　　　　　　翔け賞
平成22年度南丹美術工芸教育展平面作品の部

■京都府知事賞　
　高井　智也（殿田小３年）
　田村　祥希（八木中央保５歳児）
　井上　紗織（八木中央幼４歳児）
■南丹教育委員会連絡協議会長賞

　辻井　哉汰（富本小１年）
　西田　匠太郎（園部幼５歳児）
■京都新聞社賞

　眞壁　依緒菜（鶴ヶ岡小４年）
　八木　祥憲（園部幼５歳児）

■京都伝統工芸大学校理事長賞

　小田切　茜（鶴ヶ岡小５年）
　上田　智生（園部幼４歳児）
　小林　智香（八木中央保５歳児）

個人　　　　　　　　　　　　　　　　　功労賞
　谷口　光一（殿田スポーツ少年団）…南丹市ス
ポーツ少年団副本部長としてスポーツ少年団
の発展に寄与

　田中　敏子…永年にわたる洋裁・習字指導をと
おして人の交流を深める場づくりに貢献

■グラウンド・ゴルフの普及と地域振興、スポー

ツ振興に寄与

　人見　章郎（南丹市グラウンド・ゴルフ協議会）
　村田　眞苗（南丹市体育協会園部支部）
　山口　博（南丹市グラウンド・ゴルフ協議会）
■スポーツ少年団指導者として青少年の育成、ス

ポーツ少年団の発展に寄与

　上田　雅信（少林寺拳法園部スポーツ少年団）
　山田　洋三（園部ミニバスケットボールスポー
ツ少年団）

　橋本　治樹（八木レックススポーツ少年団）
　人見　孝昭（南丹八木サッカースポーツ少年団）
　塩内　公博（胡麻スポーツ少年団）
　大野　守（知井スポーツ少年団）
　前田　好久（鶴ヶ岡スポーツ少年団）

個人　　　　　　　　　　　　　　　　功労賞
文化の部／個人　　　　　　　　　　　翔け賞
 平成22年度南丹美術工芸教育展平面作品の部 翔 け 賞

　小学校在学中などにスポーツや文化活動で
 特に優秀な成績を収めた方々や団体



広報なんたん4・5月号 14　

▲バスに乗り込む梅津さん

交
通
空
白
地
の
利
便
性
向
上
へ

　―
南
丹
市
デ
マ
ン
ド
バ
ス

　

　
　
　
　
　実
証
実
験
運
行
開
始
―

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
新

た
な
公
共
交
通
と
し
て
、
日
吉
町
・
美

山
町
地
域
で
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
実
証
実

験
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
デ
マ
ン
ド

バ
ス
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
路
線
、

ダ
イ
ヤ
か
ら
利
用
し
た
い
方
の
予
約
を

受
け
付
け
運
行
す
る
も
の
で
、
予
約
が

無
い
場
合
は
運
行
し
な
い
予
約
制
の
バ

ス
で
す
。

　

ま
た
、
運
行
す
る
車
両
は
市
営
バ
ス

の
よ
う
な
大
型
バ
ス
で
は
な
く
、「
南
丹

市
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
っ
た
タ
ク
シ
ー
タ
イ
プ
や
ワ
ン
ボ
ッ

希
望
一
杯
の
新
生
活
ス
タ
ー
ト

―
23
年
度
入
所
・
入
園
・
入
学
式
―

　

４
月
６
日
か
ら
12
日
に
か
け
入
所

式
・
入
園
式
・
入
学
式
が
行
わ
れ
、
保

育
所
１
３
６
人
、
幼
稚
園
77
人
、
小
学

校
２
４
３
人
、
中
学
校
３
１
１
人
の
子

ど
も
た
ち
が
新
た
な
学
び
舎
で
の
生
活

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
６
日
、
み

や
ま
保
育
所
で
は
17
人
の
新
入
所
児
を

迎
え
、
所
長
が
「
保
育
所
は
歌
を
歌
っ

た
り
絵
を
描
い
た
り
楽
し
い
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
毎
日
元
気
に
来
て
く

だ
さ
い
」
と
や
さ
し
く
話
し
掛
け
ま
し

た
。
５
歳
児
の
お
に
い
さ
ん
、
お
ね
え

さ
ん
は
「
入
所
お
め
で
と
う
」
と
書
い

た
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
贈
り
ま
し
た
。

　
地
デ
ジ
の
対
応
は
お
早
め
に
！

―
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
ア
ン
ケ
ー
ト
―

　

市
で
は
昨
年
度
７
月
と
１
月
に
２

回
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
状
況
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
地
デ
ジ
対
応
率
は

64
．
98
％
か
ら
84
．
16
％
に
上
昇
し
、

地
デ
ジ
対
応
さ
れ
て
い
な
い
方
も
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
対
応
予
定
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
地
デ
ジ
化
は
、
高

画
質
・
高
音
質
な
番
組
や
デ
ー
タ
放
送

な
ど
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
可
能
に
し
、

過
密
状
態
に
あ
る
電
波
の
有
効
利
用
を

図
る
た
め
実
施
さ
れ
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送

は
７
月
24
日
で
終
了
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
早
期
の
地
デ
ジ
対
応
を
お
願
い
し
ま

す
。

▲名前を呼ばれて元気に「ハーイ！」

▲ＣＡＴＶでもアナログ放送終了の告知をしています。

　
消
防
団
の
崇
高
な
使
命
を
継
承

　―
南
丹
市
消
防
団
入
退
団
式
・

　

　
　
　南
丹
船
井
支
部
教
育
訓
練
―

　

４
月
１
日
、
平
成
23
年
度
南
丹
市
消

防
団
入
退
団
式
を
南
丹
市
国
際
交
流
会

館
で
開
催
。
永
年
に
わ
た
り
地
域
防
災

の
要
と
し
て
活
躍
い
た
だ
い
た
41
人
の

方
々
が
退
団
さ
れ
、新
た
に
54
人
の
方
々

が
入
団
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
は
、
４
月
17
日
に
京
丹
波

町
和
知
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
京
都

府
消
防
協
会
南
丹
船
井
支
部
教
育
訓
練

に
参
加
。
消
防
職
員
の
指
導
の
下
、
集

合
整
列
要
領
や
器
具
の
取
扱
要
領
な

ど
、
消
防
団
員
と
し
て
の
基
本
動
作
の

習
得
に
向
け
、
訓
練
に
励
み
ま
し
た
。

▲筒先の構え方を教わる団員

行
政

 
ト
ピ
ッ
ク
ス

Topics

▲岩手県に向け給水車で出発する派遣職員

▲避難所の陸前高田市立米崎小学校の受水槽に給水

皆
さ
ん
の
温
か
い
支
援
に
感
謝

み
ん
な
で
支
え
る
復
興
へ
の
道

―
東
日
本
大
震
災
へ
の
支
援
活
動
―

　

３
月
11
日
に
東
北
地
方
太
平
洋
沖
で

発
生
し
た
巨
大
地
震
の
被
害
に
よ
り
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ん
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

市
で
は
、
被
災
地
の
支
援
の
た
め
に

本
庁
、
各
支
所
に
募
金
箱
を
設
置
し
、

義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
か
ら
の
温
か
い
気
持
ち
の
こ
も
っ
た

義
援
金
は
、
毎
月
集
計
し
、
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
て
被
災
地
の
皆
さ
ん
に
お

届
け
し
て
い
ま
す
。
（
４
月
25
日
現

在
・
３
，
９
４
７
，
５
４
１
円
）

　

ま
た
、
被
災
地
か
ら
の
要
望
に
そ
っ

た
支
援
物
資
の
受
け
付
け
を
本
庁
・
各

支
所
で
２
回
に
分
け
て
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
京
都
府
と
連
携
の
上
、
皆
さ

ん
に
支
援
物
資
の
提
供
を
お
願
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
提
供
い
た

だ
く
物
資
の
種
類
・
受
付
期
間
な
ど
、

詳
細
は
そ
の
都
度
変
更
に
な
り
ま
す
。

情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
、
お
知
ら
せ
な
ん
た
ん
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

人
的
支
援
と
し
て
は
、
日
本
水
道
協

会
と
連
携
の
上
、
岩
手
県
内
で
の
給
水

活
動
に
職
員
を
継
続
し
て
派
遣
し
て
い

る
ほ
か
、
福
島
県
内
に
保
健
師
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
職
員
の
派
遣
や
物
資

の
提
供
な
ど
、
被
災
地
支
援
を
全
力
で

行
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇提供いただいた支援物資

ク
ス
タ
イ
プ
で
、
こ
れ
ま
で
市
営
バ
ス

が
走
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
便
の
本
数

が
少
な
い
地
域
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

　

運
行
初
日
の
４
月
４
日
に
利
用
さ
れ

た
梅
津
ふ
み
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
仲

の
良
い
友
達
と
の
買
い
物
な
ど
の
外
出

に
利
用
し
た
い
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

実
証
実
験
は
来
年
度
園
部
町
・
八
木

町
地
域
で
実
施
し
、
利
用
状
況
を
分
析

し
た
上
で
、
正
式
な
運
行
の
可
否
を
決

定
し
ま
す
。

　

な
お
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
予
約
は
、

予
約
セ
ン
タ
ー
（
京
阪
京
都
交
通
）

℡
０
７
７
１
―
２
３
―
８
０
０
０
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

☆路線（日吉地域）
　中世木線、生畑・海老谷線、
　志和賀線、胡麻線
☆路線（美山地域）
　大野・長谷線、鶴ヶ岡線、知見線、
　河内谷線、芦生・佐々里線
☆料金（１乗車につき一律）
　大人：２５０円、小人：１３０円
※不明な点は、交通対策室
　℡０７７１－６８－０００３まで

デマンドバスの路線・料金

第１回
（３月 28日～ 31 日）

缶詰 327 缶
簡易スープ、味噌汁など 1,937 個
栄養調整食品 68 個
缶ジュース 579 本

第２回
（４月４日～７日）

カップラーメン 249 食
レトルト食品 30 食
魚肉ソーセージ 120 本
漬け物 920 パック
味付け海苔 385 パック
佃煮などの瓶詰め 45瓶
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▲バスに乗り込む梅津さん

交
通
空
白
地
の
利
便
性
向
上
へ

　―
南
丹
市
デ
マ
ン
ド
バ
ス

　

　
　
　
　
　実
証
実
験
運
行
開
始
―

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
新

た
な
公
共
交
通
と
し
て
、
日
吉
町
・
美

山
町
地
域
で
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
実
証
実

験
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
デ
マ
ン
ド

バ
ス
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
路
線
、

ダ
イ
ヤ
か
ら
利
用
し
た
い
方
の
予
約
を

受
け
付
け
運
行
す
る
も
の
で
、
予
約
が

無
い
場
合
は
運
行
し
な
い
予
約
制
の
バ

ス
で
す
。

　

ま
た
、
運
行
す
る
車
両
は
市
営
バ
ス

の
よ
う
な
大
型
バ
ス
で
は
な
く
、「
南
丹

市
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
っ
た
タ
ク
シ
ー
タ
イ
プ
や
ワ
ン
ボ
ッ

希
望
一
杯
の
新
生
活
ス
タ
ー
ト

―
23
年
度
入
所
・
入
園
・
入
学
式
―

　

４
月
６
日
か
ら
12
日
に
か
け
入
所

式
・
入
園
式
・
入
学
式
が
行
わ
れ
、
保

育
所
１
３
６
人
、
幼
稚
園
77
人
、
小
学

校
２
４
３
人
、
中
学
校
３
１
１
人
の
子

ど
も
た
ち
が
新
た
な
学
び
舎
で
の
生
活

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
６
日
、
み

や
ま
保
育
所
で
は
17
人
の
新
入
所
児
を

迎
え
、
所
長
が
「
保
育
所
は
歌
を
歌
っ

た
り
絵
を
描
い
た
り
楽
し
い
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
毎
日
元
気
に
来
て
く

だ
さ
い
」
と
や
さ
し
く
話
し
掛
け
ま
し

た
。
５
歳
児
の
お
に
い
さ
ん
、
お
ね
え

さ
ん
は
「
入
所
お
め
で
と
う
」
と
書
い

た
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
贈
り
ま
し
た
。

　
地
デ
ジ
の
対
応
は
お
早
め
に
！

―
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
ア
ン
ケ
ー
ト
―

　

市
で
は
昨
年
度
７
月
と
１
月
に
２

回
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
状
況
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
地
デ
ジ
対
応
率
は

64
．
98
％
か
ら
84
．
16
％
に
上
昇
し
、

地
デ
ジ
対
応
さ
れ
て
い
な
い
方
も
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
対
応
予
定
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
地
デ
ジ
化
は
、
高

画
質
・
高
音
質
な
番
組
や
デ
ー
タ
放
送

な
ど
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
可
能
に
し
、

過
密
状
態
に
あ
る
電
波
の
有
効
利
用
を

図
る
た
め
実
施
さ
れ
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送

は
７
月
24
日
で
終
了
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
早
期
の
地
デ
ジ
対
応
を
お
願
い
し
ま

す
。

▲名前を呼ばれて元気に「ハーイ！」

▲ＣＡＴＶでもアナログ放送終了の告知をしています。

　
消
防
団
の
崇
高
な
使
命
を
継
承

　―
南
丹
市
消
防
団
入
退
団
式
・

　

　
　
　南
丹
船
井
支
部
教
育
訓
練
―

　

４
月
１
日
、
平
成
23
年
度
南
丹
市
消

防
団
入
退
団
式
を
南
丹
市
国
際
交
流
会

館
で
開
催
。
永
年
に
わ
た
り
地
域
防
災

の
要
と
し
て
活
躍
い
た
だ
い
た
41
人
の

方
々
が
退
団
さ
れ
、新
た
に
54
人
の
方
々

が
入
団
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
は
、
４
月
17
日
に
京
丹
波

町
和
知
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
京
都

府
消
防
協
会
南
丹
船
井
支
部
教
育
訓
練

に
参
加
。
消
防
職
員
の
指
導
の
下
、
集

合
整
列
要
領
や
器
具
の
取
扱
要
領
な

ど
、
消
防
団
員
と
し
て
の
基
本
動
作
の

習
得
に
向
け
、
訓
練
に
励
み
ま
し
た
。

▲筒先の構え方を教わる団員

行
政

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

Topics

▲岩手県に向け給水車で出発する派遣職員

▲避難所の陸前高田市立米崎小学校の受水槽に給水

皆
さ
ん
の
温
か
い
支
援
に
感
謝

み
ん
な
で
支
え
る
復
興
へ
の
道

―
東
日
本
大
震
災
へ
の
支
援
活
動
―

　

３
月
11
日
に
東
北
地
方
太
平
洋
沖
で

発
生
し
た
巨
大
地
震
の
被
害
に
よ
り
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ん
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

市
で
は
、
被
災
地
の
支
援
の
た
め
に

本
庁
、
各
支
所
に
募
金
箱
を
設
置
し
、

義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
か
ら
の
温
か
い
気
持
ち
の
こ
も
っ
た

義
援
金
は
、
毎
月
集
計
し
、
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
て
被
災
地
の
皆
さ
ん
に
お

届
け
し
て
い
ま
す
。
（
４
月
25
日
現

在
・
３
，
９
４
７
，
５
４
１
円
）

　

ま
た
、
被
災
地
か
ら
の
要
望
に
そ
っ

た
支
援
物
資
の
受
け
付
け
を
本
庁
・
各

支
所
で
２
回
に
分
け
て
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
京
都
府
と
連
携
の
上
、
皆
さ

ん
に
支
援
物
資
の
提
供
を
お
願
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
提
供
い
た

だ
く
物
資
の
種
類
・
受
付
期
間
な
ど
、

詳
細
は
そ
の
都
度
変
更
に
な
り
ま
す
。

情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
、
お
知
ら
せ
な
ん
た
ん
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

人
的
支
援
と
し
て
は
、
日
本
水
道
協

会
と
連
携
の
上
、
岩
手
県
内
で
の
給
水

活
動
に
職
員
を
継
続
し
て
派
遣
し
て
い

る
ほ
か
、
福
島
県
内
に
保
健
師
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
職
員
の
派
遣
や
物
資

の
提
供
な
ど
、
被
災
地
支
援
を
全
力
で

行
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇提供いただいた支援物資

ク
ス
タ
イ
プ
で
、
こ
れ
ま
で
市
営
バ
ス

が
走
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
便
の
本
数

が
少
な
い
地
域
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

　

運
行
初
日
の
４
月
４
日
に
利
用
さ
れ

た
梅
津
ふ
み
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
仲

の
良
い
友
達
と
の
買
い
物
な
ど
の
外
出

に
利
用
し
た
い
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

実
証
実
験
は
来
年
度
園
部
町
・
八
木

町
地
域
で
実
施
し
、
利
用
状
況
を
分
析

し
た
上
で
、
正
式
な
運
行
の
可
否
を
決

定
し
ま
す
。

　

な
お
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
予
約
は
、

予
約
セ
ン
タ
ー
（
京
阪
京
都
交
通
）

℡
０
７
７
１
―
２
３
―
８
０
０
０
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

☆路線（日吉地域）
　中世木線、生畑・海老谷線、
　志和賀線、胡麻線
☆路線（美山地域）
　大野・長谷線、鶴ヶ岡線、知見線、
　河内谷線、芦生・佐々里線
☆料金（１乗車につき一律）
　大人：２５０円、小人：１３０円
※不明な点は、交通対策室
　℡０７７１－６８－０００３まで

デマンドバスの路線・料金
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「まちの基盤づくりに貢献」
故・板山　文男さん（日吉町）

旭日単光章

　昭和58年から平成７年までの３期
12年間に渡り旧日吉町議会議員とし
て地域の発展に尽力されました。
　平成３年から平成７年までの４年
間は議会議長を務められ、平成５年
に開催された「全国健康福祉祭京都
大会（ねんりんぴっく）」でのアー
チェリー競技の開催運営に力を注が
れたほか、老朽化した胡麻保育所の
新築にも尽力されました。
　また、旧日吉町の最大の課題であ
った日吉ダム建設では、ダム対策特
別委員会委員長として、水没地域住
民の生活再建や地域の振興策などに
その手腕を発揮されました。
　ご冥福をお祈りします。

育
て
支
援
に
関
す
る
事
業

　
１
，
４
６
２
千
円

フ
�
ミ
リ
�
サ
ポ
�
ト
事
業

　
地
域
の
中
で
子
育
て
を
手
助
け
し
た

い
人
（
お
ま
か
せ
会
員
）
と
手
助
け
を

受
け
た
い
人
（
お
願
い
会
員
）
を
募
集

し
、
会
員
同
士
の
援
助
活
動
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

齢
福
祉
に
関
す
る
事
業

１
，
２
６
２
千
円

高
齢
者
福
祉
サ
�
ビ
ス
事
業

　
在
宅
の
高
齢
者
に
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
日
常
生
活
上
の
支
援
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

境
保
護
に
関
す
る
事
業

１
，
５
４
２
千
円

不
法
投
棄
監
視
・
処
理
事
業

　
地
域
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
連
携
を
図

り
、
不
法
投
棄
の
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
不
法
投
棄
物
の

処
理
を
行
い
ま
し
た
。

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

　
農
業
者
だ
け
で
な
く
非
農
業
者
を
含

め
た
幅
広
い
活
動
組
織
を
作
り
、
農
業

施
設
の
維
持
管
理
か
ら
自
然
や
環
境
を

　「南丹市で生まれた」「南丹市に住んでいた」「南丹市の美しい自然が好き」など南丹市のまちづく
りを応援していただける方からの『ふるさとなんたん応援寄附金』として、平成22年度は11件（個人・
９人、会社・２社）のご寄附と応援のメッセージをいただきました。ご寄附いただいた皆さんにこころ
から感謝し、いただいたご寄附で実施した事業についてお知らせします。

平成22年度 ふるさと南丹応援寄附金
活用事業を報告します

▲フリー託児事業の様子（日吉はーとぴあ）※市長が必要と認める事業にいただいた寄附金はそれぞれの事業に配分しています。

▲農地・水・環境保全向上対策事業で埴生地域環境保全活動組織が取り組まれた
　サツマイモ掘り

▲国民文化祭・京都2011のプレイベントとして、昨年10月
　30日に開催した南丹ものづくりの祭典

守
る
地
域
活
動
や
、
環
境
に
や
さ
し
い

営
農
活
動
へ
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
事
業

　
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
削
減
と
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
５
台
購

入
し
、
市
役
所
や
小
学
校
に
設
置
し
ま

し
た
。

水
産
業
振
興
事
業

　
漁
業
協
同
組
合
が
河
川
の
環
境
整
備

や
水
産
物
の
生
産
強
化
の
た
め
実
施
さ

れ
る
、
外
来
魚
な
ど
の
駆
除
を
支
援

し
、
ふ
る
さ
と
の
河
川
を
守
る
取
り
組

み
を
続
け
て
い
ま
す
。

化
・
教
育
に
関
す
る
事
業

１
，
４
４
２
千
円

文
化
財
維
持
管
理
事
業

　
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
選
定
さ
れ
て
い
る
「
か
や
ぶ
き
の

里
（
美
山
町
北
）
」
に
設
置
の
消
防
用

施
設
の
保
守
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

教
育
振
興
事
業

　
児
童
・
生
徒
の
実
態
や
地
域
社
会
の

特
性
を
生
か
し
て
、
心
の
教
育
、
人
権

教
育
、
環
境
教
育
、
情
報
教
育
、
体

力
、
競
技
力
の
向
上
、
芸
術
･
文
化
の

振
興
な
ど
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を

推
進
し
ま
し
た
。

文
化
資
料
保
全
補
助
事
業

　
国
・
府
指
定
文
化
財
お
よ
び
未
指
定

文
化
財
関
係
者
が
行
わ
れ
る
文
化
資
料

の
保
全
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助

し
、
文
化
資
料
の
保
全
に
努
め
ま
し
た
。

の
他
の
事
業

１
，
２
４
２
千
円

公
設
民
営
診
療
所
施
設
管
理
助
成
事
業

　
公
設
民
営
の
診
療
所
で
あ
る
美
山
診
療

所
に
補
助
を
行
い
、
医
療
不
足
地
域
に
お

け
る
医
療
の
確
保
・
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

国
民
文
化
祭
推
進
事
業

　「
工
芸
」
と
い
う
も
の
づ
く
り
に
視
点

を
あ
て
、
市
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
工

芸
家
や
文
化
団
体
、
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
活
動
を
紹
介
す

る
南
丹
工
芸
の
祭
典
。
市
内
で
活
動
さ

れ
て
い
る
食
品
加
工
グ
ル
ー
プ
の
加
工

食
品
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
う
南
丹
食
の

祭
典
な
ど
を
国
民
文
化
祭
の
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
開
催
す
る
な
ど
、
国
民
文

化
祭
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、

「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
南
丹
市
」
を
市

内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

▲外国語活動の様子（胡麻郷小学校）

子子高環

文

そ ☆お寄せいただいた寄附金☆

叙
勲

インフォメーション

指定事業 金　額

① 子育て支援に関する事業 220,000 円

② 高齢者福祉に関する事業 20,000 円

③ 環境保護に関する事業 300,000 円

④ 文化・教育に関する事業 200,000 円

⑤ 市長が必要と認める事業 6,210,000 円

合　計 6,950,000 円
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「まちの基盤づくりに貢献」
故・板山　文男さん（日吉町）

旭日単光章

　昭和58年から平成７年までの３期
12年間に渡り旧日吉町議会議員とし
て地域の発展に尽力されました。
　平成３年から平成７年までの４年
間は議会議長を務められ、平成５年
に開催された「全国健康福祉祭京都
大会（ねんりんぴっく）」でのアー
チェリー競技の開催運営に力を注が
れたほか、老朽化した胡麻保育所の
新築にも尽力されました。
　また、旧日吉町の最大の課題であ
った日吉ダム建設では、ダム対策特
別委員会委員長として、水没地域住
民の生活再建や地域の振興策などに
その手腕を発揮されました。
　ご冥福をお祈りします。

育
て
支
援
に
関
す
る
事
業

　
１
，
４
６
２
千
円

フ
�
ミ
リ
�
サ
ポ
�
ト
事
業

　
地
域
の
中
で
子
育
て
を
手
助
け
し
た

い
人
（
お
ま
か
せ
会
員
）
と
手
助
け
を

受
け
た
い
人
（
お
願
い
会
員
）
を
募
集

し
、
会
員
同
士
の
援
助
活
動
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

齢
福
祉
に
関
す
る
事
業

１
，
２
６
２
千
円

高
齢
者
福
祉
サ
�
ビ
ス
事
業

　
在
宅
の
高
齢
者
に
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
日
常
生
活
上
の
支
援
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

境
保
護
に
関
す
る
事
業

１
，
５
４
２
千
円

不
法
投
棄
監
視
・
処
理
事
業

　
地
域
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
連
携
を
図

り
、
不
法
投
棄
の
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
不
法
投
棄
物
の

処
理
を
行
い
ま
し
た
。

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

　
農
業
者
だ
け
で
な
く
非
農
業
者
を
含

め
た
幅
広
い
活
動
組
織
を
作
り
、
農
業

施
設
の
維
持
管
理
か
ら
自
然
や
環
境
を

　「南丹市で生まれた」「南丹市に住んでいた」「南丹市の美しい自然が好き」など南丹市のまちづく
りを応援していただける方からの『ふるさとなんたん応援寄附金』として、平成22年度は11件（個人・
９人、会社・２社）のご寄附と応援のメッセージをいただきました。ご寄附いただいた皆さんにこころ
から感謝し、いただいたご寄附で実施した事業についてお知らせします。

平成22年度 ふるさと南丹応援寄附金
活用事業を報告します

▲フリー託児事業の様子（日吉はーとぴあ）※市長が必要と認める事業にいただいた寄附金はそれぞれの事業に配分しています。

▲農地・水・環境保全向上対策事業で埴生地域環境保全活動組織が取り組まれた
　サツマイモ掘り

▲国民文化祭・京都2011のプレイベントとして、昨年10月
　30日に開催した南丹ものづくりの祭典

守
る
地
域
活
動
や
、
環
境
に
や
さ
し
い

営
農
活
動
へ
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
事
業

　
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
削
減
と
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
５
台
購

入
し
、
市
役
所
や
小
学
校
に
設
置
し
ま

し
た
。

水
産
業
振
興
事
業

　
漁
業
協
同
組
合
が
河
川
の
環
境
整
備

や
水
産
物
の
生
産
強
化
の
た
め
実
施
さ

れ
る
、
外
来
魚
な
ど
の
駆
除
を
支
援

し
、
ふ
る
さ
と
の
河
川
を
守
る
取
り
組

み
を
続
け
て
い
ま
す
。

化
・
教
育
に
関
す
る
事
業

１
，
４
４
２
千
円

文
化
財
維
持
管
理
事
業

　
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
選
定
さ
れ
て
い
る
「
か
や
ぶ
き
の

里
（
美
山
町
北
）
」
に
設
置
の
消
防
用

施
設
の
保
守
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

教
育
振
興
事
業

　
児
童
・
生
徒
の
実
態
や
地
域
社
会
の

特
性
を
生
か
し
て
、
心
の
教
育
、
人
権

教
育
、
環
境
教
育
、
情
報
教
育
、
体

力
、
競
技
力
の
向
上
、
芸
術
･
文
化
の

振
興
な
ど
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を

推
進
し
ま
し
た
。

文
化
資
料
保
全
補
助
事
業

　
国
・
府
指
定
文
化
財
お
よ
び
未
指
定

文
化
財
関
係
者
が
行
わ
れ
る
文
化
資
料

の
保
全
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助

し
、
文
化
資
料
の
保
全
に
努
め
ま
し
た
。

の
他
の
事
業

１
，
２
４
２
千
円

公
設
民
営
診
療
所
施
設
管
理
助
成
事
業

　
公
設
民
営
の
診
療
所
で
あ
る
美
山
診
療

所
に
補
助
を
行
い
、
医
療
不
足
地
域
に
お

け
る
医
療
の
確
保
・
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

国
民
文
化
祭
推
進
事
業

　「
工
芸
」
と
い
う
も
の
づ
く
り
に
視
点

を
あ
て
、
市
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
工

芸
家
や
文
化
団
体
、
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
活
動
を
紹
介
す

る
南
丹
工
芸
の
祭
典
。
市
内
で
活
動
さ

れ
て
い
る
食
品
加
工
グ
ル
ー
プ
の
加
工

食
品
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
う
南
丹
食
の

祭
典
な
ど
を
国
民
文
化
祭
の
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
開
催
す
る
な
ど
、
国
民
文

化
祭
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、

「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
南
丹
市
」
を
市

内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

▲外国語活動の様子（胡麻郷小学校）

子子高環

文

そ
☆お寄せいただいた寄附金☆

叙
勲

インフォメーション

指定事業 金　額

① 子育て支援に関する事業 220,000 円

② 高齢者福祉に関する事業 20,000 円

③ 環境保護に関する事業 300,000 円

④ 文化・教育に関する事業 200,000 円

⑤ 市長が必要と認める事業 6,210,000 円

合　計 6,950,000 円
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　平成22年４月１日に施行した南丹市市民参加と協働の推進に関する条例および南丹市市民参加と協働
の推進委員会設置要綱に基づき、このたび、南丹市の市民参加と協働の適切な推進を市民目線で図って
いただく機関として南丹市市民参加と協働の推進委員会が発足しました。

　皆さんこんにちは、協働推進係です。このコーナーは市民協働・市民参加に関するさまざまな
情報を市民の皆さんにお届けします。
　今回は先日発足した市民参加と協働の推進委員会についてご紹介します。

南丹市市民参加と協働の推進委員会が発足しました

■その役割は
　（1）  実施計画の審議および実施状況の調査に関すること
　　　行政が事業の推進にあたり、市民参加と協働の観点をどのように取り入れていくかの計画書を作成
　　　します。その計画書を市民の目線で審議・調査いただき意見などをいただきます。

　（2）  市民参加と協働の推進に関する施策の審議および調査に関すること
　　　市民提案型まちづくり活動支援交付金事業などの市民参加と協働の推進に関する施策や事業の審議
　　　や選考を行っていただきます。

　（3）  市民のまちづくり活動への参加の促進に関すること
　　　市民のさらなるまちづくり活動への参加について啓発・提案をいただきます。

　（4）  協働事業の推進に関すること
　　　行政の推進するさまざまな事業における適切な協働の推進について意見をいただきます。

　（5）  そのほか市民参加と協働の推進に関すること
　　　そのほか、市民参加と協働の推進についてさまざまな意見をいただきます。

今回お世話になる委員の皆さんを紹介します（敬称略）
　　委 員 長　　関　谷　龍　子（佛教大学）
　　副委員長　　秋　田　裕　子
　　委　　員　　片　山　和　宏
　　委　　員　　湯　浅　徳　子
　　委　　員　　高  御  堂  　厚
※任期は２年間となります。大変お世話になります。

■今後の予定

市民参加と協働の推進に関することは　地域振興課　℡０７７１－６８－００１９　まで

④

みんなで描こう

協働のキャンバス
みんなで考える

まちづくりの
南丹ルール

み
ん
な
で
つ
く
る

市民参加と協働を適切に推進する第３者機関

　平成23年度事業において、行政が作成する市民参加と協働の実施計画を審議いただきます。また、市民の
皆さんから多く提案いただいた、平成23年度市民提案型まちづくり活動支援交付金事業において、選考委員
として参画いただき、市民の目線で事業を選考いただきます。そのほか、適切な市民参加と協働の推進を図
るため、必要に応じて会議を開催し、さまざまな意見や提案をいただく予定です。

「ものづくりのまち南丹市」を全国に発信

平成２３年１０月２９日～１１月６日
南丹市立文化博物館、国際交流会館、町家　ほかで開催

第２６回国民文化祭・京都２０１１
こころを整える～文化発心

　
南
丹
市
の
主
催
事
業

　
国
民
文
化
祭
で
南
丹
市
は
『
美
術
展

「
工
芸
」
』
と
『
工
房
と
里
の
秋
め
ぐ

り
「
里
の
秋
マ
ッ
プ
」
』
の
２
つ
の
テ

ー
マ
で
主
催
事
業
を
行
い
ま
す
。

 
『
美
術
展
「
工
芸
」
』
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
づ
く
り
に
親
し
む
方
々
の
工

芸
作
品
を
全
国
か
ら
募
集
し
、
審
査
に

よ
っ
て
文
部
科
学
大
臣
賞
を
は
じ
め
各

賞
を
贈
り
、
優
秀
作
品
を
文
化
博
物
館

に
展
示
し
ま
す
。

 

『
工
房
と
里
の
秋
め
ぐ
り
「
里
の
秋
マ

ッ
プ
」
』
は
、
丹
波
路
の
魅
力
を
集

め
、
手
仕
事
の
工
房
や
豊
富
な
自
然
の

恵
み
な
ど
を
テ
ー
マ
ご
と
に
紹
介
す
る

マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

　
南
丹
市
な
ら
で
は
の
事
業
を
展
開

　
南
丹
市
は
、
「
新
光
悦
村
」
へ
の
工

場
な
ど
の
誘
致
や
、
「
京
都
伝
統
工
芸

大
学
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よ
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。
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く
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わ
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く
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る
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を
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い
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に
、
京
都
工
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美
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作
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が
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65
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年
記
念
展
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会
を
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回

展
と
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て
同
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開
催
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れ
、
世
界
を
舞

台
に
活
躍
さ
れ
る
作
家
の
作
品
の
数
々

を
ご
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い
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だ
け
る
会
場
を
設
け
ま

す
。

　
今
後
も
、
国
民
文
化
祭
に
関
す
る
情
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は
、
広
報
な
ん
た
ん
は
じ
め
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
の
国
民
文
化
祭
は
、
東
日
本
大

震
災
の
甚
大
な
被
害
に
よ
り
、
国
民
生

活
が
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
危
機
に
直
面
す
る
中
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
鎮
魂
の
祈

り
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
日
本
人
に
息

づ
く
文
化
の
心
に
よ
っ
て
、
立
ち
上
が

る
勇
気
と
元
気
を
奮
い
起
こ
し
、
共
に

心
一
つ
に
し
て
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と

を
決
意
す
る
こ
と
を
呼
び
掛
け
て
い
く

も
の
と
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

150日前イベント『仁清まつり』
　京焼きの祖・野々村仁清の生誕の地で…
日時：5月22日（日）
　　　午前9時30分～午後4時30分
会場：大野ふれあい館と周辺（美山町大野）

100日前イベント
『夏休み ものづくり体験』（仮称）
　～体験しよう！いろいろなものづくり～
日時：7月23日（土）
　　　午前10時～午後3時（予定）
会場：南丹市国際交流会館

国民文化祭関連イベントのお知らせ

　
国
民
文
化
祭
は
、
日
本
全
国
で
い
ろ
い
ろ
な
文
化
活
動
に
親
し
ん
で
お
ら
れ
る
方
々

が
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
の
成
果
を
発
表
し
あ
う
国
内
最
大
の
文
化
の
祭
典
で
す
。
毎
年

各
都
道
府
県
の
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
、
本
年
度
は
、
10
月
29
日
か
ら
11
月
６
日
に
か

け
て
、
京
都
府
内
一
円
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
南
丹
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
行
政
、
関
係
機
関
の
代
表
者
な
ど
に
よ
る
実
行
委

員
会
を
組
織
し
て
、
南
丹
市
ら
し
い
祭
典
の
開
催
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
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　平成22年４月１日に施行した南丹市市民参加と協働の推進に関する条例および南丹市市民参加と協働
の推進委員会設置要綱に基づき、このたび、南丹市の市民参加と協働の適切な推進を市民目線で図って
いただく機関として南丹市市民参加と協働の推進委員会が発足しました。

　皆さんこんにちは、協働推進係です。このコーナーは市民協働・市民参加に関するさまざまな
情報を市民の皆さんにお届けします。
　今回は先日発足した市民参加と協働の推進委員会についてご紹介します。

南丹市市民参加と協働の推進委員会が発足しました

■その役割は
　（1）  実施計画の審議および実施状況の調査に関すること
　　　行政が事業の推進にあたり、市民参加と協働の観点をどのように取り入れていくかの計画書を作成
　　　します。その計画書を市民の目線で審議・調査いただき意見などをいただきます。

　（2）  市民参加と協働の推進に関する施策の審議および調査に関すること
　　　市民提案型まちづくり活動支援交付金事業などの市民参加と協働の推進に関する施策や事業の審議
　　　や選考を行っていただきます。

　（3）  市民のまちづくり活動への参加の促進に関すること
　　　市民のさらなるまちづくり活動への参加について啓発・提案をいただきます。

　（4）  協働事業の推進に関すること
　　　行政の推進するさまざまな事業における適切な協働の推進について意見をいただきます。

　（5）  そのほか市民参加と協働の推進に関すること
　　　そのほか、市民参加と協働の推進についてさまざまな意見をいただきます。

今回お世話になる委員の皆さんを紹介します（敬称略）
　　委 員 長　　関　谷　龍　子（佛教大学）
　　副委員長　　秋　田　裕　子
　　委　　員　　片　山　和　宏
　　委　　員　　湯　浅　徳　子
　　委　　員　　高  御  堂  　厚
※任期は２年間となります。大変お世話になります。

■今後の予定

市民参加と協働の推進に関することは　地域振興課　℡０７７１－６８－００１９　まで

④

みんなで描こう

協働のキャンバス
みんなで考える

まちづくりの
南丹ルール

み
ん
な
で
つ
く
る

市民参加と協働を適切に推進する第３者機関

　平成23年度事業において、行政が作成する市民参加と協働の実施計画を審議いただきます。また、市民の
皆さんから多く提案いただいた、平成23年度市民提案型まちづくり活動支援交付金事業において、選考委員
として参画いただき、市民の目線で事業を選考いただきます。そのほか、適切な市民参加と協働の推進を図
るため、必要に応じて会議を開催し、さまざまな意見や提案をいただく予定です。

「ものづくりのまち南丹市」を全国に発信

平成２３年１０月２９日～１１月６日
南丹市立文化博物館、国際交流会館、町家　ほかで開催

第２６回国民文化祭・京都２０１１
こころを整える～文化発心

　
南
丹
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催
事
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芸
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の
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ー
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催
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。
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。

 

『
工
房
と
里
の
秋
め
ぐ
り
「
里
の
秋
マ

ッ
プ
」
』
は
、
丹
波
路
の
魅
力
を
集

め
、
手
仕
事
の
工
房
や
豊
富
な
自
然
の

恵
み
な
ど
を
テ
ー
マ
ご
と
に
紹
介
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。
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や
、
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学
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、
そ
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何
よ
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に
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や
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の
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々
が
、
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と
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多
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な
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展
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、
世
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の
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の
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る
会
場
を
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も
、
国
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化
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に
関
す
る
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は
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広
報
な
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た
ん
は
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ま
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な
機
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に
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て
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き
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す
。

　
今
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の
国
民
文
化
祭
は
、
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日
本
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な
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害
に
よ
り
、
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れ
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に
経
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と
の
な
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危
機
に
直
面
す
る
中
で
開
催
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る

こ
と
と
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り
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
鎮
魂
の
祈

り
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
日
本
人
に
息

づ
く
文
化
の
心
に
よ
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て
、
立
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上
が

る
勇
気
と
元
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起
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、
共
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一
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に
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て
乗
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越
え
て
い
く
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と
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決
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る
こ
と
を
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掛
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い
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も
の
と
し
ま
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。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

150日前イベント『仁清まつり』
　京焼きの祖・野々村仁清の生誕の地で…
日時：5月22日（日）
　　　午前9時30分～午後4時30分
会場：大野ふれあい館と周辺（美山町大野）

100日前イベント
『夏休み ものづくり体験』（仮称）
　～体験しよう！いろいろなものづくり～
日時：7月23日（土）
　　　午前10時～午後3時（予定）
会場：南丹市国際交流会館

国民文化祭関連イベントのお知らせ

　
国
民
文
化
祭
は
、
日
本
全
国
で
い
ろ
い
ろ
な
文
化
活
動
に
親
し
ん
で
お
ら
れ
る
方
々

が
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
の
成
果
を
発
表
し
あ
う
国
内
最
大
の
文
化
の
祭
典
で
す
。
毎
年

各
都
道
府
県
の
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
、
本
年
度
は
、
10
月
29
日
か
ら
11
月
６
日
に
か

け
て
、
京
都
府
内
一
円
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
南
丹
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
行
政
、
関
係
機
関
の
代
表
者
な
ど
に
よ
る
実
行
委

員
会
を
組
織
し
て
、
南
丹
市
ら
し
い
祭
典
の
開
催
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
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た
り
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
最
近
で
は
糖
尿
病
や
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
危
険
因
子

に
な
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
喫
煙

は
喫
煙
す
る
本
人
だ
け
で
な
く
、
周
囲

の
人
も
タ
バ
コ
に
よ
る
危
険
に
さ
ら
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
喫
煙
が
健
康
に
良
く

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
皆
さ
ん
理
解
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
い
ざ
や
め
よ
う
と
し

て
も
、
「
身
体
的
依
存
（
ニ
コ
チ
ン
依

存
）
」
と
「
心
理
的
依
存
（
習
慣
）
」

の
２
つ
の
依
存
に
よ
り
、
な
か
な
か
自

分
だ
け
で
は
禁
煙
が
成
功
し
に
く
い
よ

う
で
す
。

　
　喫
煙
は
病
院
で
治
療
が
で
き
ま
す

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
一
定
の
要
件
を

満
た
せ
ば
、
禁
煙
治
療
が
保
険
診
療
適

用
と
な
り
ま
し
た
。
従
来
の
ニ
コ
チ
ン

貼
付
薬
に
加
え
、
平
成
20
年
４
月
か
ら

新
し
い
禁
煙
の
た
め
の
飲
み
薬
も
使
え

る
よ
う
に
な
り
、
ま
す
ま
す
禁
煙
治
療

の
幅
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

禁
煙
を
始
め
る
の
に
遅
す
ぎ
る
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
禁
煙
は
い
つ

始
め
て
も
そ
の
日
か
ら
肺
が
ん
や
虚
血

性
心
疾
患
の
死
亡
率
は
徐
々
に
低
下
し

ま
す
。
肺
が
ん
に
関
し
て
は
、
禁
煙
後

10
年
程
度
で
非
喫
煙
と
同
等
ま
で
リ
ス

ク
が
低
下
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
毎
年
５
月
31
日
～
６
月
６

日
の
１
週
間
が
『
禁
煙
週
間
』
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

５
月
31
日
は『
世
界
禁
煙
デ
ー
』

〜 

あ
な
た
の
た
め
、大
切
な
人
の
た
め
に
禁
煙
を
！ 

〜

̶43̶

お元気ですか？

保健師です。

　

平
成
15
年
５
月
に
受
動
喫
煙
防
止
を

掲
げ
た
健
康
増
進
法
が
施
行
さ
れ
、
学

校
、
病
院
、
百
貨
店
、
飲
食
店
、
事
務

所
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
施
設
で
禁
煙

化
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　喫
煙
は
「
依
存
症
」

　

日
本
の
成
人
男
性
の
喫
煙
率
は
約
４

割
と
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
女
性

の
喫
煙
率
は
１
割
強
で
減
少
傾
向
は
鈍

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
先
進
国

に
お
い
て
日
本
の
喫
煙
率
は
い
ま
だ
に

高
い
状
態
で
、
喫
煙
者
の
多
く
は
喫
煙

を
、
趣
味
、
嗜
好
と
と
ら
え
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

し
か
し
、
今
や
喫
煙
は
「
ニ
コ
チ
ン

依
存
症
」
と
い
う
病
気
と
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
日
本
で
も
平
成
17
年
に

９
つ
の
学
会
か
ら
喫
煙
を
喫
煙
病
（
依

存
症
＋
喫
煙
関
連
疾
患
）
と
い
う
全
身

疾
患
、
そ
し
て
喫
煙
者
を
「
積
極
的
禁

煙
治
療
を
必
要
と
す
る
患
者
」
と
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
バ
コ
の
煙
に
は
４
，
０
０
０
種
類

も
の
科
学
物
質
が
含
ま
れ
、
そ
の
う
ち

２
０
０
種
類
以
上
は
有
害
物
質
で
す
。

中
で
も
タ
ー
ル
、
ニ
コ
チ
ン
、
一
酸
化

炭
素
は
、
３
大
有
害
物
質
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

喫
煙
は
肺
が
ん
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
が
ん
や
、
呼
吸
機
能
が
低
下
す
る

慢
性
閉
塞
肺
疾
患
の
原
因
と
な
っ
た

り
、
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
な

ど
の
虚
血
性
心
疾
患
の
リ
ス
ク
を
上
げ

「卒業生へのメッセージ」

年
も
30
人
の
卒
業
生
を

送
り
出
し
ま
し
た
。
そ

ろ
っ
て
立
派
に
旅
立
っ
て
く

れ
た
こ
と
を
心
か
ら
喜
ん
で

い
ま
す
。

　
こ
の
子
た
ち
は
、
３
年
生

の
時
に
五
ヶ
荘
小
学
校
と
統

合
、
４
年
生
の
時
に
新
校
舎

に
移
る
と
い
う
大
き
な
出
来

事
が
続
き
ま
し
た
。
統
合
は
、

五
ヶ
荘
の
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
大
き
な
負
担
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
卒
業
を
前
に
し
て
当
時
の
思
い
出

を
懐
か
し
そ
う
に
語
る
姿
に
、
胸
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。
「
心
の
ふ
る
さ
と
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
学
校
で

の
思
い
出
の
大
き
さ
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。業

生
の
最
後
の
取
り
組
み
は
、

「
東
日
本
大
震
災
」
の
義
援
金
募

金
で
し
た
。
一
斉
下
校
で
、
自
分
た
ち

に
で
き
る
こ
と
へ
の
協
力
を
全
校
に
訴

え
ま
し
た
。
震
災
か
ら
約
10
日
、
連
日

マ
ス
コ
ミ
で
伝
え
ら
れ
る
災
害
と
原
子

力
発
電
所
の
火
災
、
そ
し
て
放
射
能
汚

染
。
災
害
の
大
き
さ
が
日
々
大
き
く
伝

え
ら
れ
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
少
し

で
も
し
た
い
と
い
う
思
い
と
、
こ
れ
か

ら
の
生
活
の
あ
り
方
を
日
本
中
の
だ
れ

も
が
考
え
さ
せ
ら
れ
る
時
に
卒
業
を
迎

え
た
の
で
し
た
。
卒
業
生
の
呼
び
掛
け

に
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

平
和
を
テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
を

積
み
重
ね
た
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
タ
イ
ム
（
総

合
的
な
学
習
の
時
間
）

過
去
の
人
々
の
努
力
や
苦
労
、
平
和
を

求
め
る
強
い
願
い
が
あ
っ
て

今
の
私
た
ち
の
平
和
な
時
代
が
築
か
れ

て
い
る
こ
と

世
界
で
は
、
今
も
な
お
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た

世
界
の
平
和
を
実
現
す
る
こ
と
は
、

自
分
の
知
識
を
広
げ
る
こ
と

自
ら
行
動
す
る
こ
と

同
じ
地
球
に
生
き
る
仲
間
と
し
て
、

み
ん
な
が
手
と
手
を
取
り
合
い
、
共
に

生
き
て
い
く
こ
と
な
ど
の

大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た

の
た
び
の
震
災
も
、
世
界
で
大
き

く
報
道
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

の
援
助
が
世
界
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る

と
聞
き
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
時
代
に
生
き
て
い
く
子

ど
も
た
ち
な
の
で
す
。
学
習
を
積
み
重

ね
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
深

く
考
え
て
生
き
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
、
一
人
一
人
に
尊
い
人
生
の
ス
ト

ー
リ
ー
が
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
自

ら
の
命
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
願
い

ま
す
。

（
殿
田
小
学
校
　
人
権
教
育
主
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
見
　
　
均
）

感
激
の
エ
コ
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　「好
き
な
花
は
何
で
す
か
？
」
と

聞
く
と
「
僕
は
ビ
オ
ラ
や
な
あ
。ビ

オ
ラ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
花
は
と
て
も

小
さ
い
け
ど
、
そ
れ
が
集
ま
っ
て
、

全
部
同
じ
方
向
を
見
て
る
ん
や
。

日
本
人
も
そ
う
あ
る
べ
き
や
な

あ
」と
語
る
の
は
、『
園
部
町「
花
」

友
の
会
』の
西
田
さ
ん
。

　「
花
」
友
の
会
は
「
園
部
町
を
花

で
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う
」
を
合
言

葉
に
平
成
６
年
に
発
足
。現
在
、

３
０
０
人
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
合
わ
せ
て
会
員

の
自
宅
で
育
て
た
プ
ラ
ン
タ
ー
の

花
を
持
ち
寄
り
、
会
場
を
花
で
飾

る
の
が
主
な
活
動
で
、
そ
の
ほ
か

公
共
施
設
の
飾
花
や
寄
植
え
教
室

な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
老
若
男
女
問
わ
ず
集
ま
っ
た
地

域
の
人
々
が
、
花
を
育
て
る
こ
と

で
ま
ち
の
環
境
を
育
て
、
人
と
人

と
の
絆
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

　今
年
は
秋
の
国
民
文
化
祭
に
向

け
て
ベ
ゴ
ニ
ア
を
６
０
０
プ
ラ
ン

タ
ー
育
て
る
予
定
で
す
。全
国
か

ら
た
く
さ
ん
の
人
が
来
ら
れ
る
の

で
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
花
い
っ
ぱ
い
で
お
迎
え
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
初
め
て
の
試
み
で
す
が

今
年
は
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に
挑

戦
し
ま
す
。地
球
温
暖
化
防
止
に

少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
に
と

計
画
し
ま
し
た
。気
楽
に
楽
し
め

る
会
な
の
で
、
ぜ
ひ
も
っ
と
多
く

の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト

　
『
園
部
町
「
花
」
友
の
会
』

今
卒

こ

25

（
環
境
課
）

会　長 西田修身さん（園部町口司・中央）
副会長 森　隆一さん（園部町黒田・右）
副会長 西田節子さん（園部町小桜町・左）

環・境・市・民

―第19回―
エコちゃん

〜
感
激
！

　

  

エ
コ
発
見
〜

き
ず
な

名　　称 所在地 電話番号

公立南丹病院 南丹市 0771-42-2510

医療法人　亀岡病院 亀岡市 0771-22-0341

石﨑医院 亀岡市 0771-25-6045

平田クリニック 亀岡市 0771-25-3010

十倉佳史胃腸内科クリニック 亀岡市 0771-23-5001

国保京丹波町病院 京丹波町 0771-86-0220

◇南丹市周辺の近辺の禁煙治療に保険が使える医療機関
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送
り
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ま
し
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。
そ
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っ
て
立
派
に
旅
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っ
て
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れ
た
こ
と
を
心
か
ら
喜
ん
で

い
ま
す
。
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の
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五
ヶ
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小
学
校
と
統

合
、
４
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生
の
時
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新
校
舎

に
移
る
と
い
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大
き
な
出
来

事
が
続
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ま
し
た
。
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は
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五
ヶ
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の
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ど
も
た
ち
に
と

っ
て
大
き
な
負
担
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
卒
業
を
前
に
し
て
当
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の
思
い
出

を
懐
か
し
そ
う
に
語
る
姿
に
、
胸
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。
「
心
の
ふ
る
さ
と
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
学
校
で

の
思
い
出
の
大
き
さ
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。業

生
の
最
後
の
取
り
組
み
は
、

「
東
日
本
大
震
災
」
の
義
援
金
募

金
で
し
た
。
一
斉
下
校
で
、
自
分
た
ち

に
で
き
る
こ
と
へ
の
協
力
を
全
校
に
訴

え
ま
し
た
。
震
災
か
ら
約
10
日
、
連
日

マ
ス
コ
ミ
で
伝
え
ら
れ
る
災
害
と
原
子

力
発
電
所
の
火
災
、
そ
し
て
放
射
能
汚

染
。
災
害
の
大
き
さ
が
日
々
大
き
く
伝

え
ら
れ
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
少
し

で
も
し
た
い
と
い
う
思
い
と
、
こ
れ
か

ら
の
生
活
の
あ
り
方
を
日
本
中
の
だ
れ

も
が
考
え
さ
せ
ら
れ
る
時
に
卒
業
を
迎

え
た
の
で
し
た
。
卒
業
生
の
呼
び
掛
け

に
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
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を
テ
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マ
に
さ
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ざ
ま
な
学
習
を

積
み
重
ね
た
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
タ
イ
ム
（
総

合
的
な
学
習
の
時
間
）

過
去
の
人
々
の
努
力
や
苦
労
、
平
和
を

求
め
る
強
い
願
い
が
あ
っ
て

今
の
私
た
ち
の
平
和
な
時
代
が
築
か
れ

て
い
る
こ
と

世
界
で
は
、
今
も
な
お
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た

世
界
の
平
和
を
実
現
す
る
こ
と
は
、

自
分
の
知
識
を
広
げ
る
こ
と

自
ら
行
動
す
る
こ
と

同
じ
地
球
に
生
き
る
仲
間
と
し
て
、

み
ん
な
が
手
と
手
を
取
り
合
い
、
共
に

生
き
て
い
く
こ
と
な
ど
の

大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た

の
た
び
の
震
災
も
、
世
界
で
大
き

く
報
道
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

の
援
助
が
世
界
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る

と
聞
き
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
時
代
に
生
き
て
い
く
子

ど
も
た
ち
な
の
で
す
。
学
習
を
積
み
重

ね
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
深

く
考
え
て
生
き
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
、
一
人
一
人
に
尊
い
人
生
の
ス
ト

ー
リ
ー
が
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
自

ら
の
命
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
願
い

ま
す
。
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感
激
の
エ
コ
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　「好
き
な
花
は
何
で
す
か
？
」
と

聞
く
と
「
僕
は
ビ
オ
ラ
や
な
あ
。ビ

オ
ラ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
花
は
と
て
も

小
さ
い
け
ど
、
そ
れ
が
集
ま
っ
て
、

全
部
同
じ
方
向
を
見
て
る
ん
や
。

日
本
人
も
そ
う
あ
る
べ
き
や
な

あ
」と
語
る
の
は
、『
園
部
町「
花
」

友
の
会
』の
西
田
さ
ん
。

　「
花
」
友
の
会
は
「
園
部
町
を
花

で
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う
」
を
合
言

葉
に
平
成
６
年
に
発
足
。現
在
、

３
０
０
人
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
合
わ
せ
て
会
員

の
自
宅
で
育
て
た
プ
ラ
ン
タ
ー
の

花
を
持
ち
寄
り
、
会
場
を
花
で
飾

る
の
が
主
な
活
動
で
、
そ
の
ほ
か

公
共
施
設
の
飾
花
や
寄
植
え
教
室

な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
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老
若
男
女
問
わ
ず
集
ま
っ
た
地

域
の
人
々
が
、
花
を
育
て
る
こ
と

で
ま
ち
の
環
境
を
育
て
、
人
と
人

と
の
絆
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

　今
年
は
秋
の
国
民
文
化
祭
に
向

け
て
ベ
ゴ
ニ
ア
を
６
０
０
プ
ラ
ン

タ
ー
育
て
る
予
定
で
す
。全
国
か

ら
た
く
さ
ん
の
人
が
来
ら
れ
る
の

で
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
花
い
っ
ぱ
い
で
お
迎
え
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
初
め
て
の
試
み
で
す
が

今
年
は
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に
挑

戦
し
ま
す
。地
球
温
暖
化
防
止
に

少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
に
と

計
画
し
ま
し
た
。気
楽
に
楽
し
め

る
会
な
の
で
、
ぜ
ひ
も
っ
と
多
く

の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト

　
『
園
部
町
「
花
」
友
の
会
』

今
卒

こ

25

（
環
境
課
）

会　長 西田修身さん（園部町口司・中央）
副会長 森　隆一さん（園部町黒田・右）
副会長 西田節子さん（園部町小桜町・左）

環・境・市・民

―第19回―
エコちゃん

〜
感
激
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エ
コ
発
見
〜

き
ず
な
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皆
さ
ん
は
、
図
書
館
に
は
『
閉

架
書
庫
』
と
い
う
も
の
が
あ
る
こ

と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
南
丹

市
の
図
書
館
・
室
合
わ
せ
て
、
約

１
９
０
，
０
０
０
冊
の
蔵
書
の
う

ち
、
約
３
４
，
０
０
０
冊
（
平
成

23
年
２
月
末
）
を
『
閉
架
書
庫
』

に
保
管
し
て
い
ま
す
。
　

　
こ
こ
は
皆
さ
ん
に
開
放
さ
れ
て

い
な
い
、
少
し
秘
密
め
い
た
ス
ペ

ー
ス
。
お
見
せ
で
き
な
い
の
が
残

念
で
す
が
、
毎
年
職
業
体
験
学
習

に
来
て
く
れ
る
小
中
学
生
に
は
、

必
ず
「
へ
〜
知
ら
な
か
っ
た
！
」

と
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
も
皆
さ
ん
の
利
用
を
待

つ
資
料
が
並
ん
で
い
ま
す
。
検
索

し
て
保
管
場
所
が
『
書
庫
』
と
表

示
さ
れ
た
時
は
、
速
や
か
に
資
料

を
取
っ
て
き
ま
す
の
で
、
遠
慮
な

く
職
員
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ

い
。

　
そ
し
て
昨
年
度
末
、
国
の
『
住

民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
』

を
活
用
し
て
、
各
図
書
館
・
図
書

室
に
約
３
，
０
０
０
点
の
本
や
視

聴
覚
資
料
が
入
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
充
実
し
た
南
丹
市
立
図

書
館
・
図
書
室
を
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
新
聞
広
告
掲
載
の
勧
誘
に

　
　
　
　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
今
回
は
、
昨
年
度
南
丹
市
に
相
談

が
あ
っ
た
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「『
福
祉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
賛
同

メ
ッ
セ
ー
ジ
』
や
『
受
験
生
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
』
を
新
聞
に
掲
載
し
な
い

か
？
」
な
ど
と
電
話
勧
誘
し
、
１
回

の
掲
載
で
２
〜
３
万
円
の
高
額
な
契

約
を
結
び
、
強
引
に
再
勧
誘
を
行
う

な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

◇
問
題
点
◇

①
強
引
な
勧
誘
・
強
引
な
再
勧
誘

②「
10
回
１
セ
ッ
ト
で
あ
り
契
約
は
続

い
て
い
る
」
な
ど
と
契
約
時
に
は

な
か
っ
た
説
明
で
取
引
を
終
了
で

き
な
い
。

③
強
い
口
調
で
恐
怖
感
を
与
え
る
た

め
断
れ
な
い
。

◇
ア
ド
バ
イ
ス
◇

①
こ
の
相
談
の
よ
う
に
、
電
話
で
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
を
勧
誘
す

る
方
法
は
「
電
話
勧
誘
販
売
」
と

い
い
、「
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法

律
」に
よ
り
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
電
話
勧
誘
販
売
」
に
は
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
が
あ
り
、
契

約
書
面
が
届
い
た
日
か
ら
８
日
以

内
で
あ
れ
ば
、
書
面
に
よ
り
無
条

件
で
契
約
申
込
の
撤
回
ま
た
は
解

除
が
で
き
ま
す
。

②
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ

て
い
て
も
、
勧
誘
の
方
法
に
問
題

が
あ
る
場
合
な
ど
、
契
約
解
除
な

ど
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
、
一
人
で
悩

ま
ず
、
身
近
な
方
や
消
費
生
活
相

談
窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
！

相
談
窓
口

■
商
工
観
光
課

　
℡
０
７
７
１
（
６
８
）
０
０
５
０

■
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
℡
０
５
７
０
（
０
６
４
）
３
７
０

※
最
寄
り
の
相
談
窓
口
に
つ
な
が
り

ま
す
。

（
商
工
観
光
課
）

イメージキャラクター“なびっと”

南丹市立図書館
中央図書館　TEL（0771）68－0080
八木図書室・日吉図書室・美山図書室
（休館日：毎週月曜日・祝日）

http://library.intra.city.nantan.kyoto.jp/

―第13回―
消費生活情報

　
閉
架
書
庫
を
紹
介
し
ま
す

　
閉
架
書
庫
を
紹
介
し
ま
す

新しく入った本を、ほんの一部紹介

『発見！探検！工場見学』
  全７巻　学習研究社

『池上彰のニュースに
  登場する世界の環境問題』
  全５巻　さ・え・ら書房

『食の安全事典』
  旬報社



広報なんたん4・5月号23 　

No.28

　
皆
さ
ん
は
、
図
書
館
に
は
『
閉

架
書
庫
』
と
い
う
も
の
が
あ
る
こ

と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
南
丹

市
の
図
書
館
・
室
合
わ
せ
て
、
約

１
９
０
，
０
０
０
冊
の
蔵
書
の
う

ち
、
約
３
４
，
０
０
０
冊
（
平
成

23
年
２
月
末
）
を
『
閉
架
書
庫
』

に
保
管
し
て
い
ま
す
。
　

　
こ
こ
は
皆
さ
ん
に
開
放
さ
れ
て

い
な
い
、
少
し
秘
密
め
い
た
ス
ペ

ー
ス
。
お
見
せ
で
き
な
い
の
が
残

念
で
す
が
、
毎
年
職
業
体
験
学
習

に
来
て
く
れ
る
小
中
学
生
に
は
、

必
ず
「
へ
〜
知
ら
な
か
っ
た
！
」

と
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
も
皆
さ
ん
の
利
用
を
待

つ
資
料
が
並
ん
で
い
ま
す
。
検
索

し
て
保
管
場
所
が
『
書
庫
』
と
表

示
さ
れ
た
時
は
、
速
や
か
に
資
料

を
取
っ
て
き
ま
す
の
で
、
遠
慮
な

く
職
員
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ

い
。

　
そ
し
て
昨
年
度
末
、
国
の
『
住

民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
』

を
活
用
し
て
、
各
図
書
館
・
図
書

室
に
約
３
，
０
０
０
点
の
本
や
視

聴
覚
資
料
が
入
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
充
実
し
た
南
丹
市
立
図

書
館
・
図
書
室
を
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
新
聞
広
告
掲
載
の
勧
誘
に

　
　
　
　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
今
回
は
、
昨
年
度
南
丹
市
に
相
談

が
あ
っ
た
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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へ
の
賛
同

メ
ッ
セ
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生
応
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ッ
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』
を
新
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に
掲
載
し
な
い

か
？
」
な
ど
と
電
話
勧
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し
、
１
回

の
掲
載
で
２
〜
３
万
円
の
高
額
な
契

約
を
結
び
、
強
引
に
再
勧
誘
を
行
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な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら
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ま

す
。
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①
強
引
な
勧
誘
・
強
引
な
再
勧
誘
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で
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①
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の
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に
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で
商
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や
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の
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を
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方
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は
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売
」
と

い
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特
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取
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に
関
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る
法

律
」に
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い
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す
。

「
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」
に
は
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が
あ
り
、
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が
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８
日
以
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ば
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に
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り
無
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で
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込
の
撤
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た
は
解
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が
で
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②
ク
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グ
・
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フ
期
間
が
過
ぎ

て
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も
、
勧
誘
の
方
法
に
問
題

が
あ
る
場
合
な
ど
、
契
約
解
除
な

ど
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
消
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者
ト
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ル
は
、
一
人
で
悩

ま
ず
、
身
近
な
方
や
消
費
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活
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に
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し
ま
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！
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０
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み
ん
な
で
一
緒
に
歌
い
、
リ
ズ
ム
に

乗
っ
て
体
を
動
か
す
。
笑
顔
の
仕
掛
け

人
「
ぽ
ぽ
た
ん
」
は
、
平
成
10
年
12
月

に
結
成
。
年
間
約
50
回
の
活
動
で
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
代
の
方

か
ら
声
援
を
浴
び
て
い
ま
す
。

大
平
伊
津
子
さ
ん
と
鴨
井
優
美
さ
ん

の
出
会
い
は
、
子
ど
も
の
予
防
注
射
。

当
時
は
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
が
な
か
っ

た
た
め
、
互
い
の
家
で
子
ど
も
を
遊
ば

せ
て
い
た
そ
う
で
す
。
子
ど
も
が
手
を

離
れ
、
仕
事
を
持
ち
、
会
う
機
会
が
な

く
な
る
と
、
大
平
さ
ん
の
夢
だ
っ
た
歌

の
お
姉
さ
ん
に
鴨
井
さ
ん
が
応
え
る
こ

と
で
「
ぽ
ぽ
た
ん
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

軽
快
な
キ
ー
ボ
ー
ド
の
伴
奏
と
元
気

な
歌
声
と
参
加
者
の
掛
け
合
い
で
楽
し

い
雰
囲
気
が
生
ま
れ
ま
す
。

歌
や
手
遊
び
な
ど
子
ど
も
を
対
象

に
考
え
て
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
人
や

お
年
寄
り
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

と
分
か
り
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
曲
の
レ
パ
ー
ト

リ
ー
が
増
え
、
活
動
の
範
囲
も
広
が
り

ま
し
た
。

「
歌
を
通
じ
て
、
思
い
出
話
を
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
歌
や
会
話

で
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
れ
ば
」
と
２

人
は
話
さ
れ
ま
す
。

活
動
も
10
年
が
過
ぎ
、
招
か
れ
て
行

う
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
か
ら
発
信

し
よ
う
と
、『
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
（
ま
い
ど
）

ぽ
ぽ
た
ん
』
を
開
催
。
毎
回
参
加
し
て

い
る
奥
村
悠
莉
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）・
幸
萌

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）
と
お
母
さ
ん
の
結
さ

ん
は
「
子
育
て
サ
ロ
ン
で
「
ぽ
ぽ
た
ん
」

を
知
り
ま
し
た
。
子
ど
も
が
歌
や
手
遊

び
を
気
に
入
っ
た
の
で
、
心
待
ち
に
し

て
い
ま
す
」
と
会
場
に
一
番
乗
り
。

老
若
男
女
の
笑
顔
の
ア
イ
ド
ル
「
ぽ

ぽ
た
ん
」
の
ス
テ
ー
ジ
を
、
皆
さ
ん
も

体
験
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▲ふれあいホームやゑさん家のひな祭りを手遊び歌で
盛り上げる

〜歌のボランティアデュオ「ぽぽたん」〜
歌と手遊びでみんなを笑顔に

　毎月１回土曜日午前 10 時～正午（不
定期）に『ＭＡＩＤＯ（まいど）ぽぽたん』
を日吉興風交流センター保健相談所で
開催。乳幼児から高齢者まで、どなた
でも大歓迎です。
　内容は、うた（童謡、懐メロ）、手遊び、
ゲーム、パネルシアターなど。参加費
無料です。詳しくは、社会福祉協議会
日吉支所にお問い合わせください。

問い合わせ先
南丹市社会福祉協議会日吉支所
TEL：（0771）72-0947

～ ぽぽたん ～
　「ぽぽたん」は、地域や各種団体が開
催される催しに出演されます。
○保育所や子ども・親子の集まりに訪問。
イベントに参加
○障がい者や高齢者の集まり（サロン、
ミニデイ、敬老会、福祉施設など）を訪
問。イベントに参加
○その他さまざまな祭り、イベントに参
加
※依頼をされる時は、希望日の1カ月前
までに下記に連絡をお願いします。

▲ＭＡＩＤＯぽぽたんでのパネルシアター
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　京都伝統工芸職人展「用の美の空
間２０１１」が美山かやぶき美術館
で開催。４回目となる今年は「土と
かおり」をテーマに、南丹地域にゆ
かりのある職人や京都伝統工芸大学
校で学んだ工芸家、16人の方々によ
る作品展示と即売が行われました。
　９日には、京都美山さいふぉん亭
によるコーヒーに関する講義と入れ
方の実演が行われ、展示会場いっ
ぱいにコーヒーの香りが広がりまし
た。受講者からは、コーヒー豆や粉
の保存方法、コーヒーメーカーの選
び方などについて質問があり、講義
終了後には、入れたてのコーヒーが
振舞われました。

　市内６カ所の放課後児童クラブで、京都女
子大学落語研究会の学生による落語会を行い
ました。この取り組みは、子どもたちが「話
の中のことば」から話の内容をイメージする
ことにより、すべての学力の基礎となる「こ
とばの力」を身に付けられるよう実施。この
日、胡麻放課後児童クラブでは、９人の児
童が「動物園」と「時そば」の落語２席を楽
しみました。扇子と手ぬぐいを巧みに使い、
表情豊かに話される落語に引き込まれ、会場
は笑顔でいっぱいに。感想を聞かれた子ども
たちはみんな「おもしろかった」と口々に話
し、はじめての落語を堪能しました。

　昨年９月30日に八木町大堰川上流で発見されたアユモ
ドキのＤＮＡ鑑定結果の報告会が八木支所で行われ、長
年アユモドキの調査を行われている市民団体の代表者な
ど９人が出席しました。京都大学大学院の岩田明久教授
は、発見されたアユモドキの背びれのＤＮＡを亀岡市や
岡山県の個体群のものと比較した結果「亀岡市の個体群
との明確な遺伝的差異は認められない。亀岡市から大堰
川を遡上してきた可能性がある」と報告されました。今後
も生態調査を継続し、環境教育などに生かしていきます。

「
豊
か
な
香
り
漂
う
『
用
の
美
』
の
空
間
」

「
話
す
こ
と
の
楽
し
み
、お
も
し
ろ
さ
体
感
」

「
ア
ユ
モ
ド
キ
の
生
息

  

５
年
ぶ
り
に
確
認
」

（
３
／
29　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
お
楽
し
み
会
）

（
３
／
８　

ア
ユ
モ
ド
キ
生
息
確
認
調
査
報
告
会
）

▲落語に聞き入る子どもたち

▲作品を手に取る来場者

▲

ア
ユ
モ
ド
キ
が
発
見
さ
れ
た
と
き
の
様
子

▲コーヒーの香りに包まれる会場

（
４
／
１
～
４
／
24　

用
の
美
の
空
間
２
０
１
１
）
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　第１部の生涯学習フェスタでは、ラ
ジオパーソナリティーの谷五郎さんが
「家族ってなんだ」をテーマに講演。
「最近、家庭のしつけが悪いと言うが、
昔も今も一緒。親の行動を見聞きして
学ぶもの。育った環境による影響が大
きい」と家族の話をユーモアを交えて
講演し、会場いっぱいに笑い声があふ
れました。第２部は民謡や詩吟などの
グループが発表。書道や俳句、手芸な
どの作品も展示され、日ごろの練習や
制作活動の成果を披露されました。

　読書感想文全国コンクールで廣瀬奈
実さん（吉富小４年）が書いた「こぶ
とりたろう」の感想文が、４５６万点
の中から見事優秀賞を受賞しました。
奈実さんの豊かな感受性を生かし、自
分の考えを素直に書いた点が評価され
ました。「受賞を聞いたときは、びっ
くりして気絶しそうだった。本が大好
きで、心が温かくなる本から人を大切
にすることなど、いろんなことが学べ
る」と話してくれました。なお、本を
読む楽しさを作り出す吉富小の取り組
みも評価され、学校賞を受賞されまし
た。

　八木町室橋で自動車用自動変速機を製造
するジヤトコ株式会社から市内の幼稚園、
保育所に童話と絵本が寄贈され、八木中央
幼児学園で贈呈式を開催。総務部渉外担当
の工藤さんから前田園長に手渡された「て
んのおにまつり」と「トンノのひみつのプ
レゼント」の２冊を、早速３～５歳児に読み
聞かせ。始めて見る本に子どもたちは興味
津々に見入っていました。絵本のお礼に園
児が絵や数字を書いた手作りカレンダーを
贈り、工藤さんは「事務所に飾ります」と笑
顔で受け取られました。

　第16回環境保全型農業推進コンクールで
美山有機農業推進協議会が農林水産大臣賞
を受賞。３月16日に開催された近畿ブロッ
ク環境保全型農業推進シンポジウムで表彰
され、事例発表が行われました。同協議会
は無農薬無化学肥料での米づくりを実践さ
れているグループや、農薬・化学肥料の使
用に独自の基準を設け、野菜生産に取り組
んでおられる農業者が中心となって活動さ
れており、田んぼの生き物調査を通しての
消費者との交流など、有機農業、環境保全
型農業の普及拡大に努めておられます。

「
日
ご
ろ
の
成
果
、
ス
テ
ー
ジ
で
熱
演
」

「
本
が
好
き
！
素
直
な
感
想
文
が
優
秀
賞
に
」

「
い
つ
も
楽
し
い
絵
本
を
あ
り
が
と
う
」

「
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
実
践
・
普
及
」

（
２
／
４　

青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
）

（
２
／
22　

ジ
ヤ
ト
コ
「
童
話
と
絵
本
寄
贈
」）

（
３
／
16　

第
16
回
環
境
保
全
型
農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
）

▲そろいの衣装をまとって息もぴったり（ＪＡ大正琴）

▲「こぶとりたろう」のお気に入りページを開く奈実さん

▲おかあさんの誕生日プレゼントを用意したことを秘密にした
いトンノはうそをついてしまう…

▲賞状・盾を手に、記念撮影を行う市原秀一会長（前列中央） （
３
／
６　

美
山
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
・
文
化
協
会
発
表
会
）
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編
集
後
記

Vol.46

な
ん
た
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
－26－

※
担
任
の
先
生
、
担
当
教
科
の
先
生

の
講
評
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
作
品
は
前
学
年
の
も
の
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

●総人口：34，398人（－117)
（男：16，492人・女：17，906人）

（－71） （－46）

●世帯数：13，571世帯（－40)
（平成23年4月1日現在）

（　）内は前月比　

　

「
ハ
ー
ト
の
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
」

竹
中　

ひ
な
た
さ
ん
（
３
年
）

「
自
然
を
守
る
」

主
原　

優
香
さ
ん
（
６
年
）

▼

漢
字
と
ひ
ら
が
な
の
大
き
さ
や
字
配
り
な

ど
を
考
え
て
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
け
ま
し

た
。

「
お
い
も
ほ
り
」

前
川　

諒
さ
ん
（
２
年
）

▼

大
き
な
お
い
も
が
掘
れ
た
喜
び
を
生
き
生

き
と
表
現
で
き
ま
し
た
。
今
に
も
画
用
紙
か

ら
飛
び
出
し
そ
う
で
す
ね
！

▲魔法の庭ですてきなピアノのコン
サートの様子をお話から想像し、楽し
く表現できました。

「
お
話
の
絵
『
魔
法
の
庭
の
ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス

ン
』
」 

橋
本　

紗
里
さ
ん
（
４
年
）

▲カッターナイフをうまく使い、細か
いところまで器用に切ることができま
した。

　（ばあばより）

し　　ほ

けん  いち  ろう
杣田　志帆ちゃん （８歳・左）
杣田　健一郎くん （３歳・右）

●八木町

明るく・元気に育ってね。

は
や 

と

塩
内　

捷
人
く
ん 

（
３
歳
）

き
ょ
う

　
　
　

京
ち
ゃ
ん 

（
１
歳
6
カ
月
）

●
日
吉
町

「兄妹仲良く元気でネ！」

地域活力に溢れた南丹市を目指して
【特 集】

　

人
事
異
動
に
よ
り
、
２
０
１
１

年
２
・
３
月
号
か
ら
Ｙ
a
・
Ｙ
o

体
制
で
編
集
し
て
き
ま
し
た
広
報

な
ん
た
ん
は
、
今
号
で
最
後
と
な

り
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
写

真
の
撮
影
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
取
材

に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
号
か
ら
は
新

た
な
メ
ン
バ
ー
で
広
報
な
ん
た
ん

の
編
集
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
広
報
な
ん
た
ん
」
の
緑
の
腕
章

を
見
つ
け
た
ら
、
気
軽
に
お
声
掛

け
く
だ
さ
い
。 

（
Ｙ
o
）

（じいじ・ばあばより）
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